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講 寅多

華府會議 に於け る軍備制限問題 の 經緯

th員 工 學士 　田 路 坦君

　會長 閣下 並に 諸君 、 是 か ら會長 の 御依 頼に依 りま して華盛 頓會議に於 け る軍備制 限問

題 の 乙 とに 付きま して 御話 申上 げ る こ とは甚 だ光榮 とす る所で あ bます 、 唯問題 の 性 質

と致 し綾 して 御承知の 如 く色 々 議會其他に 於 て もやか ま しV 問題 に なつ て 居 かました も

の で すか ら、 本 席で 申上 げます 乙 とは
一

般の 政策若 くは
一
般 の 外 交政策 に 關 しま す 乙 と

は避け て 御話 い た し7e　Vi と思 つ て 居 b ます 、 叉是 か ら申上 げます こ とは こ 乙 に書 い てあ

bます邇 う正 員田路 坦 の 意見で 、 私が 個 人 と して 諸君 に御話 し 、 叉 個人 の 意見 を逋 べ て

居 る もの で あつ て 、 海軍 委員 と して の私 の 意 見で ない 事 と御聽 取 を願ひ だ い と思 つ て 居

うます 。

　 それ で 先づ 此御話 を申上 げ衰 す前 に 華府 會議の 開か れ る 前 に 於 て 特 に 亞米利 加 の
一

般

の 塞氣は どう云 ふ 風 な状況で あつ n らうか と云 ふ 乙 とを申上 げて 置 く必 要 が ある だ らう

乏思 ひ ま す、 N 同 時 に 日本 に於 け る此會議に對す る一般 の 輿論若 くは考 が どうで あつ 尢

’
か と云 ふ 乙 とも申上 げな くて は な らない ので あ bま すが 、 是 は私 よ b も諸君 の方 が 詳 し

’
V 　 1 とだ らう と思 ひ 凌 すか ら、 妓 に 申上 げる 乙 とは此 會議前に於 け る亜 米利加 の一般 の

ア ｝・モ ス フ a ヤ ーが どん な風な歌 況 であ つ だか と云 ム こ とを簡 單 に 申上 げて 置 きπ V ・ と

．思 つ て 居 ）t 玄す 、 それ で 順序 と致 しま して 、 私共が 日本 を立 つ て參 b ま しカ の は 十 月二

日 の コ レ ヤ 丸で あ b2 しプ〜が 、 當初 色 々研 究 を しなが ら、 又色 々考 へ る所 もあ b ま して

＊ ノ ノ
レ ノレ へ 參 b2 し尢 が 、

ホ ノ ノレ ル は御承 知 の 如 く亜 米利 加大陸 を距 る こ と大 分遠 い 所

て あ bま すか ら、 當時 le於 て ホ ノ ノV ・
，vec 於 て は亜米利 加の 會議に對 す る一般 の 考 其他は

どう云 ふ も ので あ るか と云 ふ 乙 とは 殆 ど知 る 乙 とが 出來懐せ va、 それで桑 港へ 着 い て 見

『2 す と、 こ 乙 に 初め て御 承知 の邁 O亜米 利加大 陸の第 一
歩 を踏 む Z とに な る ので あ bま

す が 、此 處に來 て 見ます と此 會議 に對 して 亜米利加政府が 如何に 注意深 く、 如何 に我 1

・一
行 に麹 して 出來 る だけの 處置 を軌 つ た か と云 ふ 乙 とが 能 く分か る こ とに な b喚す 、 壱

れ は御承知 の 如 く桑 港は排 日の 集窟で あ bますか ら、 何か 間違が あつ ては な らvaと云 ふ

や うな考 か ら、 特 に我 e 一入一人 に獨 し て刑 事巡査 が 一名乃至 二 名 つ つ 必 ず附 きま して
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ど t へ 歩 る くに 竜 そん な風 に非常 に嚴 重 な警戒 を きれ た の で あ b2 す 、 長 い 間桑 港に 居

らま し尢人 の 話 で は 、 何 ＋年 來 無 い や うな警戒で ある と云 ふや うな話 で あつ だ の で あ b

ます 、 それ で當 時亜 米利 加 に在佳 して 居 b2 し力 日本 人の 多 くの者 は此會議に對 して 非

常 に 多 くの期待 を持 つ イ 居つ プaや うで あ かます 、 其例 とし衰 して は 、 我 1 −一行 が汽車に 乘

う寮 して 華盛頓 へ 進んで行 く途中 、 汽車が停ま b2 す時 には 、 必 ず在留 日本人 が 多 くの

數 集つ て 居ま し尢 、 叉 或所で は代表者 が 居つ て 色 ξ歡 迎 の 辭 を述べ る人 もあ b 、 色 it希

望 を述べ る人 も あ る と云 ふや うな工合 で 、 亜 米利 加大1　 el居つ fa日本 人 は寧 ろ我 ヒ が 日

本 を立 つ て 來 た 當時の 日本の 人 よ b も樹ほ
一厨痛切に 考へ て 居つ た や うに も思 はれだ や

う な次 第で あ bます 、 華盛頓へ 着 きます と國務 省か らは特 に儀仗兵 を
一

大途附 け2 した

それ は「ボ ー ト メ ーヤ ー
」か ら選拔 され ま しだ 儀仗 兵 に樂隊 を附 けま して

、 自働車の列 を

作 つ て 儀仗兵 が 先立 つ て ホ テ ノ
ン に 吾 々 をva　b屆 け る と云 ふや うな工 合で 、 デ モ ク ラ チ ヅ

ク と言は れ て 居る亜 米利加が何處に於 て も非常に ミ リタ ソ ツ ク で 、 我 ヒ が 日本 に 於 て も

見 られ な い や うな圖 を反 て 多 く見 せ られ ま しブ〜、 華盛頓 へ 着 い て 見 ま し て初め て 此會 議

に 對 して 亞 米利加入 が どんな風 な考 を持 つ て 居つ た か と云 ふ 乙 とが非常に よ く分 つ て 參

b ま し尢 、

一
番能 く活 動 して 居つ n の は基 督歡 に 屬 す る歡會の 人 itで 、 是 等 は歡會 を開

放 V ヅ〜しま して 、 彼等 の 理 想 として 居 る完発 なる 軍備 、 撤 廢一一n・一
、

コ ム プ ジ ー ト・デ ィ 入

ア ー マ メ ン ト
、 是 等は 入道上 に立 脚 して 居る もので あつ て 、 之 に 對 して 色 ヒ パ ン フ V ツ

ドを作 b2 して 、 どうか して コ ム プ リ ー ト ・ デ イ ス ア ーマ メ ン F と云 ふ もの をや b泥 い 、

それが出 來 なけれ ば プ ア ース V ・ ス テ ツ プ と して 軍 備 の 制 限一 リ ミ テ ー シ ョ ン を行

ひ た い と云 ふ や うな考で 、 同時 に方 々 の 教會で は必 ず コ ム プ 丿 一 ト ・ デ n ス ア ー マ メ ン

ト若 くは戰爭が無 くな るや うに と云 ふや うな風 の御 rw　bをや つ て 居 る と云 ］や 5 な工 合

で 、 叉歉 會ふ ら出る色々 な バ ン プ V ツ ドの 中に は各 國 の 軍艦 の 全 體 の 勢 力 の 割 合 とか 若

くは金が どの 位 掛 か る とかN は 財 力が どの 位 と云 ふ や うな色々 な會議の 進捗 に 拌つ て必

要で あ るや うなデ ータ ーを書並べ ま して 、 それ を會 員 に配 つ て 御互 に研究す る と云 ふ や

うに 、 御互 に熱心 に や つ て 居つ ブa次第で あ うます 、 叉 同時に ピ ジ ネ ス をや つ て 居 る 實業
．

家 若 くはプ ア ー マ ーの ト ラ ス テ ーが あ bま すが 、 是等 は 矢張 b色 々 の 書物 を出 しだ b小 ・

さ な本 を推 ヘ カ b し て 、 tfジ ネ ス メ ン は軍艦 を造 る 乙 とは廢め て も我 々 に 影響 は 無 い 、

我 々 は立 派 に や つ て 行 け る 、 或 は鐵 屋 さん は全 體 の船 を無 くして も亜米利 加 の 全 軆の鐵 ：

の ニ バ ーセ ン ト に しか な ら漁 と云 ふや うな こ と を書 立 て ま して 、 さ うして 出來 る だ け此

會議 を成功 さ した い と云 ふや うな風 の 、 比 較的具面 目な考 を持 つ て 居 つ n の で あ う或 す
’
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ヌ．同時に此 會議に羯 して 期待 して 居 b食 し711の は カ ラ ー ド ・ t
’
・ ’一プ ノレ ー 鄰 黒人 、 黒入

は 此前 の 巴 里の 會議以來 、 人種 差別撤 廢問題其他が出 て 居 bま しf2ke果 、 成 る べ く日本

人 が此機會 を利用 して 人 種差別 撤廢問題 を出 して貰ひ た い
、 それ か ら叉 御承知 の 如 く亞

米 利加 に 於 て は 黒 人 は非常に 惡 く取 扱 は れ て 居 bR す 、 歉育 も不 ＋分で あ る 、 瓧會上 の

地 位 も認 め られ なV
、 叉 私刑

一
リ ン チ の如 き も行 はれ て 居 る、

乙 ん な風で 、 黒人 が此

會 議 を利 用 して どん な風に か や つ て 行 きた い と云 ふ や うに 、 各方面 か ら御互 に 研 究 して

居つ た や うで あ b ます 、 叉 學校に 製 き
’
まして は 、 兎に 角 コ v ツ ヂ と名の 付 く導校 の 學生

は 、 色 々 研究 の 討論會 を開 き蛮 して
、

コ ン フ ァ V ン ス ・ オ ブ ・ リ ミ プ ー シ ヨ ン ・ オ ン ・ ア ー

マ メ ン ト
、 と云 メ・題で討論 い 12します

一
叉 段 々 會議の 進 展 して 行 くに 隨 つ て色 々 の 問

題 を學生 が デ ィ ス カ ッ ス して 行 か う と云 ふ 方 法 を執 つ て居 bま した 、

一
方 に 於 きま して

は 、 例 の Bywater の Sea　Power 　on 　the　Paeificや Must　we 　fight　Ja・pan　？ な どが度 々 引

合 ひ に 出 され 、 叉 討論 を して 居 るの も度 々 聽 きま した 、 其 他 A ．B ．O．　 of 　Co皿ferenoeと云

メ、や うな題で 自問 自答 し 、 例 へ ば 日本 の政 策 は侵略 的で は ない か 、 或 は支那 問題 をど 5

す る と云 ふ や うな色 々 な サ ブ ヂ ＝ ク ト を捉 ま へ て 、 それ を簡單に色 々 な人 に 分か るや 5

な 小冊子 を権 へ て 、 方 々 にや つ た 廼 己つ た う して 居 る 、 と云 ふや うな獣況で あ bま した

斯 5云 ふや うに會議前 に 於 け る亞 米 利加 の
一般 の 風潮 と云 ふ もの は 、 出來 る だけ成功さ

せ 尢 い
、 5 衰 くや つ て 行 か せ ノ〜い と云 ムや 5 に 、 非常 に熱心 に 、 非常 に 眞摯 にや つ て 居

つ カ と云 ふ 乙 とを我 々 は認 め ざ る を得 なv ・ の で あ 嫉 す、 例 へ ば當時 に於 て 色 々 な政治

雜 誌 、
Outlook とか Atlautic　ReView と云 ふ や う な新聞雜誌 に於 て も、 政 治上 の 問題 を捉

まへ て 眞 面 目な討論をや つ て 居 b ま しプ〜Q

　 茲 に ち よつ と御紹介 して 置 き7e　Vi の は 、 御 承知の 方 もあるだ ら うと思ひ ますが 、 當時

サ イ エ ン テ イ フ ィ ツ ク ・ ア メ リ カ ン の 海軍記 者の ミ ス タ ー・ ウ オ ーヵ 一が エ ージ ・・ フ
7 ク タ

ーと云 ふ もの を推 へ 絵 して
、 先づ各國の 海軍 力は 乙 ん な風 な割合に なつ て 居 b は しない

か と云 ふ 乙 とを發表 し9 して 、 是 が 大變専門 家其 他の 方面 に も兎 に 角賛成者 が多 か っ た

や 5 な次 第で あ うます 、 ちよつ と簡單に 行掛 か b上 申e げ たv と思 ひ 棲 すが 、 其 工 一ジ ・

プ ア ク タ ーと云 ふ もの は要す る に船 の 生命 と云 ふ もの は 約十 五 年で ある 、 言換 へ れ ば十

五 年經つ n 船 と云 あ もの は迚 も戰 をす る 乙 とが 出來ない 、 ＋ 五年 經 て ば殆 ど戰 鬪力が 無

くな る 、 それ で すか ら十五 年 と云 ふ もの を艦齢 として エ ージ ・ フ
ァ
ク タ r と云 ふ 竜の を作

つ た 、 それ を 乙 こ に ち よつ と書 い て 茸きま した （第一
表參照）J 亞 米利加 の 船の 倒 を取 つ

て 見 る とメ リ ーラ ン ド と云 ふ船が 千九百二 十 一年に完成 して 居 る 、
コ ム プ リ

ー ト した時
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UNITED 　 STATES

BA ・1・1］L 跚 鵬
，。齢器 。DD

】冊

罐 碁響
丁

習墨
丁゜

δ齪 濺
班 ’

…
　 　 　 　 DISPI 」T．
yA （刀］］OR
　 　 　 EFFIG 皿 NCY

班 ARYLAND 1921 32，600 1 32，600 0　　　 15／15 3Z600 ．

TENEESSEE 1921 32βoe 2 6垂，COO 0 15115 64
，
6〔［0

IDAHO 1919 32ρ00 1 32．OJO 2 13115 27，750

N，MEX 工GO 1918 32曾
「｝00 1 32ρ00 3 12！15 25，600

MISSIss 工PP1 1917 32，0α ｝ 1 33．00、） 生 11115 23，嚇 0
EN 醤SYIjVAMA 1916 31

，
400 2 も2，

800 5 10115 41．900

OKLAHO 斑 A 1916 27．500 2 55，0DO 5 10115 36，600

NEWYORK 1914 27．0し10 2 54，000 7 8115 28
，
8〔：0

TOTAI4S 　　　　　　　　　　　　　　　12 　　　　　　　365 ，200

　 Coコnparative 　stren 、
’
；th　iロ　1921．　 a8

　 Mo 「lified　by　 age ・Ships 〔VL：rying，

　 12− inch　gtlns　not 　includedr

281，50U

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Battleships　　 BattleGmiser8 　　　 telftls　　　　　Ratio

　 　　　　 　　　　 　　unitedstates　　281．5ΩO　　　　　nit　　　　　　　　　281，5t［0　　　　　10 〕％

　 　　　　 　　　　 　　G ・eat 　B 「it・in　 312
，
05t） 　 110 ，nOO 　 　 412，け50 　 146 ％

　　　　　　　　　　　 Japan　　　　　｝5  350　　　　　6〔，，470　　　　　　216β2【〕　　　　　77％

起 其船 の エ ージ は ぜ ロ
、 其ク ラ ス が

一
隻 あ る 9 うで すか ら其噸數が三 萬 二 千六百 噸 、 之

に は プ ア ク タ ーを十 五 分の 十 五 と云 ふ もの を掛 ける 、 言換 へ れば フ IV ・ ス ト レ ン グ ス と

云 ふ もの を持 つ て 居 る 、 き うす る と出來た ばか bで すか ら矢張 b三 萬二 千 六百 噸 、 と 乙

うが ニ ユ ーメ キ シ コ に な る と 、 千 九百 十入 年 に コ ム ブ リ ー ト した 、
二 十 一年に は 船 の年

が 三 歳 、 さ うする と十 五 f＞
・
の 十 五 か ら十 五 分 の 三 引 vn もの しか 船の ス ト V ン グ ス が 無

V ，
、 三 萬二 千 六百 噸 に十 五 分 の 十 二 を掛 けた もの しか無 い

、 即 ち二 萬五 千六 百噸 の プ ア

イ テ ィ ン グ ・ ア ク テ ィ ヴ ィ テ ーしか無 い 、と ア ツ シ ユ ー ム した ので す 、
ニ ユ ー ヨ ーク に な

うますと千九 百二 十 一年 には 七年經 つ て二 萬七 千噸 の船 が 二 隻 あるの で すが七年經 つ て

居 るか ら十 五 分 の入 しか無 い と見 て
、 二 萬九 千 入 百噸 とア ツ シ ュ

ー ム しま す斯 う 云 ふ 風

｛t 艦齢 に 依 つ て 其艦 の フ ア IS イ ン グ 。 ア ク テ ィ ヴ ィ テ ィ
ーを決 め た 、是 は あとで 申 し寮

す ta 一ズ の 單 に 圭 力艦 の 勢力に依 つ て 各 國の 海 軍 の 軍 備 を制 限 しや 5 と云 ふ案 に 較べ

て 見れ ば 比較 的進 歩 した 案だ と思 ひ ます 、 若 し此案 に依 つ て 千 九百 二 十 一
年 に 於 て 十 五

吋 以上 の 大砲 を持 つ て居 る船 に 付 て 日英米三 國の 海軍の 勢力 を比 較 して見 る と 、 私 の 勘

定で は亜 米利 加は戰艦が 二 十八萬
一

千五 百噸 、 英吉利 は 四 十 一萬二 千五 十 噸 、 日本 は 二

十 一萬六 千入百 廿噸、 此 方法 に依 れば 亞米利加 を百 とすれば英吉利 は 百四十 六パ ー セ ン
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ト
、 即 四割六分餘計 に持 つ て 居 る 、 日本 は七十 七 メ ーセ ン ト持つ て居 る 、 斯 う云 ふ VS

オ が 出て 參 b ・ます 、 是 は相 當好 い 考 と思 ひ
『
まして 、 段 々 あ とで御話 し て 行 く各 國海軍 の

勢力比 に 關聯 して 參 考 の 爲に 一例 と して 申」：げて 置 きた い と思 ふ 。

　そ Z で 會議の 始 まる前に どう云 ム L とを豫想 しプ〜か 、 是は私だけの 考で あ 5ま すが 、

私の豫 想 したの は 、 當 時軍備制 限と云 ふ こ とを非常 に や か ま し く言 つ て 居 bま L 尢 が 、

而 も制 限 を行 ひ ます な らば建造中の 戰艦 は廢め な くて は な ら楓 、 其理 由は亜 米利加 の船

と云 ふ もの は 既に餘程前 に 船臺に 乘 つ て 居 b　”2すの に 、 此 會議の 千九百 二 十 一 年以後に

於 て 各 國海軍 が毎年一隻つ つ 造 らう 、 叉 は 二 隻つ つ 遘 らう と云 ふ 協定 を しブeとす る と 、

亞 米利 加 の 海軍 の 船臺ltあ る 多 くの 船 は六 年乃至 入 年船壷に 置 か な くて は な らVt 、 是 は

殆 ど出來 な い 相談 、 船が コ ム プ リ ー トす る まで に は 入 年 も九年 も經 つ て しまつ て
、 ＋ 年

前 に デ ザ イ ン しn 船が入 年 九年 後 に 出來 る と云 ふ こ とは行 はれ ない 話 であ る 、 言換 へ れ

ば亜 米利加が大 きな制 限 を しや う と云 ム な らば ど う して も新 し い 船 を壞 さな くて は な ら

n 、 是 は 相 當此問題 を御研究 に なつ feとした な らば 同 じ結論 に達 す るだ らう と私 は信 じ

て 居 うます 、 そ こ で會議の前 に 於 きま して 亜 米 利 加が果 して 提案 を爲 すで あ らうか 、 又

日本が先 きに 提案 す る だ らうか 、 或 は 英吉利が 出 すだ らうか 、 或 は カ ー ド をや るや 5 な

竜の で すか ら、
フ 。」e　

一 ・ プ V 一で 三 人一緒 に 手を 見せ るか 、 是 は各 々得 失が あ つ て 、

其 利害得 失 を考 へ て 見 按 す と 、 先 きに 出 した もの は 1 ニ シ ヤ テ ィ
ー V を取 る と云 ふ 利釜

が あ る 、 併なが ら手の 内を先 きに見せ なければな ら臓 と云ふ 不 利 盆 が あ る 、 叉 同時 に 出

せ ば 掛 引 を しな くて は な らva、 斯 う云 ふ御互 に 利害 得失が ある の で あ bま す 、 そ L で 會

議が始 ま b塗す前 に ど乙が 先 きに 手 を見 せ る か 、 そ 乙で三 入 し て ト ラ ン プ をや つ て 栂る

や うに誰 が先 きに 出 すだ ら うか と 云 ふ こ とは 、 要 す る に是は ス ペ キ ェレ ー シ ョ ン の 闖題

で 、 會議 の 前 に 誰 に も考が付 くもので は な い 、叉當時亜 米利 加 は ど5 云 ム考 を持 つ て 居

つ たか 、 私 が豫 想 した の は 、 亞 米利加 は どう して も モ ン ロ
ー

・ ドク ト リ ン の 蟹張 をや る

だ ら5 、 言ふま （ もな くモ ン ロ ー ・ ド ク ト リ ン な る もの は既 に 夲 和 會議の 時分 に 於 て 破

れ たの で あ bま す 、 叉 亜米利 加が歐 洲 に出兵 しプ〜當、i寺に 於 て モ ン ロ
ー主 義 は 破れ て をる 、

然 らば 亞 米利 加は果 して 全 鱧の 主義 として は モ ン ロ ー 。 ドク F リ ン の 擴張 をや るで あ ら

う、 それ に は亞 米利 加は 一番 の デ ブ x ン 」〈　） ラ ーS ン を布哇 に 取 る だ らう 、 若 くは 南亞米

利 加 の 事柄は 亜 衆利 加が 之 を指揮す るとか 或 は誘 導 する とか云 ふ や うな圭義 を執 bは し

な い か 、 斯 う豫想 も して 見ま し72、 又 其 當時に 於 て色 々 考 へ て 見 ます と 、 新艦 を壕 は し

π だけ で は ど 5 して も海軍全 體に對 す る エ キ ス ペ ン ス の 節約が 出來 なtr丶 古 船 を抱 へ て
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新 しい 船 を壌 は して 竜仕 方が無 V 丶 それ で ど う して も 船の ス ク ラ
ッ

ビ ン グ を行は な けれ

ば な らない
、 それ は どの 位 や らなけれ ば な らsaか と云 ふ と、 自分 が想 像 して 見 ます と全

體の 四 割先づ 曲 位 の船 の メ ク ラ
。

ピ ン グ をや らなけ れば な ら澱 、 斯 う考 へ deの で あ ゲま

す○

　それ で 丁 度 千九百 二 十 一
年 の 十 一

月 の 十 一 H ．是 は亞 衆利 煽で 大戰 に 死 に 棲し穴 、 ど

乙 の 入 だか 分 らな い ア ン ノ ー ン ・ ソ ール ヂ 7
一

の 大葬 儀があ b2 した 、 其 翌 日に初め て會

議が 開か れ た の で あ らます 、 唯會議の 日 に は 一般の 今 まで の 習潰 と して 恐 ら く大統領 の

オ ープ a ン グ ・ セ ツ シ
。

ン だけで あ ら う と思 つ て行 つ て見 たの で あ b ますが 、 それ が
一番

先 きの 日 に 亞 米利 加が 、 先 き申 し力 逋 う4 ニ シ
ャ テ ィ

ーヴ を取 る と云 ふや うに決 め 疫 もの

と見 え て 、 皆 さん の 御承知の ヒ s ．
一一ズ の 提 案 と云 ふ もの が 出て 雍 プ〜の で あ うま す。

　扨此 問題に入 るに先 だ ち或 して 大體 ヒ ＝一ズ の 案 と云 ふ もの に 付て
一應 申上げ て 置か

な くて は 菰 らぬ だ らう と思 ひ ま す 、
ヒ

i

一ズ は 第
一

日 に於 て 海軍軍備 の制 限 をす る 爲に四

つ の 原則 か ら成立 つ プZ一 の案 を提 案 しブa 、 其四 つ の案 は 是は皆樣 竜新 聞で 御承 知だ らう

と思 ひ
・
ます が 、 現 在建造中若 くは計畫 中の 其 何れ に も拘 らず總て の 主 力艦

一一一一一一オ ーノV
、

キ
ャ

ビ タ ノV
、

シ
ッ

プ ス を壊 は して しまふ 、 是 が 第
一

の プ リ ン シ プ ノV 、 第 二 の プ リ ン シ プノV

と し2 して は 、 どう して 9古船の 或 ア マ ウ ン ト を壤 は して しまは う 、 是 は レ ダ ク シ
。

ン と

云 ふ字 を使 つ て 居 ）ta す 、 即 V デ x
一ス して し

噛
まは う、是が 第二 の プ ワ ン シ プ ノV 、第三 番

目 に於 て は 各 國 の 現存 海軍勢力 （エ キ ジ ス タ ィ ン グ ・ ネ ー ヴァ
ノV ・ ス ト レ ン グ メ 、 是 は後 に

問題 に な b ますが ）、海軍で此 ア マ ウ ン ト を決め や うちや な い 力丶 是が 第三 の プ リ ン シ プ

ノレ
、 第四 の プ ル ン ・y ブ ノV は此 現存勢力の 比 を決 め るに は 圭力艦 の 噸數 で 決め や う、 即 此

四 つ の ブ リ ン シ ブ ル で海軍 の制 限 を行 は う ちや ない か 、 是が御承知 の ヒ ＝一ズ の四 箇 條

で あ うます 、 とこ ろが此 e
−

・一ズ の プ ロ ボ ーザ ノ
V と云 ム もの を私 は 一

番初 の 日に 貰 ひ
『
ま

し て 、 非常 に 急 v ・で研究 しn の で あ bますが 、 先 づ初め か ら之 を通 讀 し て見 ます と非常

に 多 く私 の 解せ な い 點が あ る と云 ぷ 乙 とを發 見 したの で あ b9 す 、 初 めか ら申上 げま す

と、 此 亞 米利加 合衆 國が斯 の 如 きプ ロ ボ ーザ 2v をや め る ｝こは interests　of・all　concerned 各

國 の イ ン テ レ ス 1・を考 へ て 決 め feもの だと云 ふ 乙 と を第
一

に 歌つ て 居 グます 、 是は あ と

か ら申k げます が 、 我 々 が軍備制限 をす るに は 單 に各 國 の 4 ソ fv ス トに依 つ て ｛｛…
E！
限 す

べ き もの で は な V ・ の で あ bます 、 各 國 の セ キ ＝　
一一y．テ 广 、 に 依 つ て決め なけれ ば な らね

の lit　・1 ン テ V ス 1・オ ブ ・ オ ー
ノV ・ コ ン サ ー ン leと云 ふや 5 な字 を使 つ て居 O棲す 、 是 が 私

は初め讀 ん だ時 に 不思議 と思 つ 7a弐
’
eで あ t）

’
ます 、 其次 に 主力艦 をどうす るか と云 ふ こ
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とを歌つ て 居 6ます が 、 其室 力艦 は前 申 し懐 し尢總て の 新 らしい 船 をス ク ラ ッ プ す る 、

言換 へ れ ば亜 米 利加で は 建造 中若 くは 是 か ら建造す るに 拘 らず オ ー
ノ
レ ・ス ク ラ ッ プ す る 、

呑 う して 之 が 爲に は俺 の國で は是 だけ弗 を費 して 居 る の を S（rrap す る 、 斯 う書い て あ b

ます 、 是 は 特 に私 は非常 に 僻見 を持 つ て 居る 故か知れ ませ SUが 、 亜 米利加 の ス ク ラ 。
プ に

謝 し ての み必 ず ダ ラ ー即 金 と云 ふ字 を使 つ て居 bます 、 それ か らグ レ ー ト ブ リ テ ン は 四

つ の フ ー ド型 の 船 の ＝
＝

一 コ ン x ト ラ ク シ
．

ン を Tos 七〇p 止め て しまふ 、 斯 う云 ふ宇 を使

つ て 居 bま す 、 さ 5 して 今凌で 出來 て 居 る船の 内、 是 々 をス ク ラ ッ
プ す る と何十 何萬噸減

る と云 つ て 居 うま す 、 それ か ら日本に 封 して は是 か ら建造すべ きN ・ ．7．No ．8．の 戰艦及

N （）s・5・6・7 及 8 の 巡 洋戰艦 を To　ftbandon 即放棄 す る と云 ふ字を使つ て 居 bま す 、 そ

れ で 特に 陸奥に 勢 して は進 水 しプ〜だけだと書 い て あ b2 す 、 是 は餘 b皮肉 な解釋 か知 れ

要せ 訟 が 、
ヒ ューズ の 案 では亜米利加は ス ク ラ

。
ブ する 、 英 吉利 は ス ト ツ プ す る 、 日本 は

ア ノ “ ン ダ ン す る と云 ふや うに も見 へ ま す 、 叉 佛蘭西及 伊太利 は 特殊 の 事情が あ るか ら別

に 協定 す る と書 い て あ り衰す 、 最 後に 斯 う云 ふ風 に して ス ク ラ 。
ブ す る な らば 亜 米利 加

は メ
ー P 一 ラ ン ドか らデ ラ ウェヤ まで 五 十 萬六百五十 噸に な る 、英吉利 は厂ロ ーヤ ノV

、
ソ ベ

y ン 」 か らタ 1 ガ ー懐で取 る か ら六 ＋ 四 萬 四 五 〇 噸 に な る 、 日本 は 長 門か ら金 剛 に 至 る

唆で二 十 九萬 九千 七百噸 、 斯 5 凍 る の だと云 ふ の が亜 米利 加 の キ
ャ

ピ タ ノレ ・ シ
ッ

プ に 封 す

る プ ロ ボ ーザ ノン で あ らます 、 叉 ス ク ラ ツ ビ ン グ の 乙 とが ござ い ますが 、 時 間が あ bませ

SUか ら大體 の 乙 とを 申上 げ棲すが 、 斯 うス ク ラ
ッ

プ 致 します と、 ＋ 年 の ホ リデ ーをや つ

尢 後 に 建 造 すべ き船は 合衆國 及英國 は 五十 萬噸 、 日本 は三 十萬噸 、 是が御 承知の 所 謂五

五 三 、 ヌ冷 後 造 る   ピ タ ノV ・ シ ヅ プ の 各々 の もの は三 萬五 千噸 に 限 る 、 斯 う歌 つ て 居 り

ま す 、 其 次 に 補 助艦 艇 の 乙 と も言 つ て 居 うま して
、 補 助艦艇は 亜 米利加は 四 十五 萬噸 、

英 吉利 も同 じ、 日本 は二 十 七萬 噸 、 之 に 對 して は鐵 砲入 吋以上 の は 積んで は v か vaとか

云 ム や 5 な色 々 な紐 い こ とが 書 い て あ bます 、 叉 潜水 艦 は亜 米利 Jal英吉利 は 九 萬噸 、 日

本 は五 萬四 千 噸 、斯 5 決め て 居 う衰 す 、 それ か ら航 室母 艦 は英米 は 入 萬噸 、 日本は 四 萬

入 千噸 、 それ か らス ク ラ
。

プ す る の に 今 後何年 經つ て ど うなつ た らどうな る と 云 ふ や う

な細 い こ と を歌 つ て 居 る の で あ bます。

　そ t で 此 案 を大體 通 じて 先 づ御話 して 見 2 すと 、 此案の趣意 は第
一

に軍 備 の 制 限 をす

る爲 に は 先程 か ら申上 げま しプ〜通 O建造中の 主 力艦 を壞 さな くて は な ら漁 、 又 出來 て 居

る船 の或 もの を麟艦 に しなけれ ばな ら汲 、 其上 に 十年 の ネ ー ヴ ァ ノレ ・ ホ リ デ
ィ
ー一 海 軍 体

日 をや らうちや な to か と云 ふ の が骨子であ うま して 、 其他の こ とは 先づ 第二 と見 なけれ
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1ぱな ら瀰 ので あ bま す 、 そ Z で 一般 に斯 う云 ふ こ とに 對 して 先づ ネ ーヴ
ア
ノレ ・ ホ リデ ィ

ー

海 軍休 日 と云 ふ 唱の は どう云 ふ もの で ある か と云 ふ 乙 とを考 へ な くて は な ら臓 、

一
體 海

軍 勢力 であ らうが 、 若 くは 陸軍勢力で あ ら 5が 、 軍 備 と云 ふ もの を考 へ る時 に於 て 竝 に

必 ず二 つ の パ フ ーが ある と云 ふ 乙 とを忘 れ る 乙 とは な らtlQと私 は思 ひ ます 、
一 つ は 軍艦

とか兵 隊 とか 鐵 砲 とか と云 メ、や 5 な風 に 表 面 に 現れ て 來 て實際我 々 が見 て は 是 は 軍艦 、

是 は鐵 砲 と云 ふ や うな 、 表面 に現れ 7Z勢力即 、 サ ー
み 一ス ・ パ ワ ’と名付けて も宜 し

い
、 此 2 “ ワ ーが 即 ち軍備 と普通 言ふ もので あ うます 、 と 乙 うが もう一

つ の パ ワ ーは 諸君

及 び 我 々 が大 V ・ にや つ て 行 か なけれ ばな ら》ユイ ン ダ ス ト リ ヤ ノ
レ ・ パ ワ   此 イ ン ダ ス ト y

ヤ ハ バ ワ ーと云 ふ 竜の は 表面 に現 れ て 來 ig　V 丶 武器 とな う鐵 砲 とな る 潜勢 力で あ bま

すが 、表 面 に現 れ て來 な い
、 之 を假に γ 一テ ン ト 。 メ ワ ー

と名 けますれ ば 、 此 レ ータ ン ト ・

メ ワ ー と サ ー 7 ．

一ス ・ パ ワ ーと云 ふ 竜の は現在 に於 て は兩 々離 るべ か らざ る もの と な

つ て居 るの で あ b ・ます、 併 なが ら此 二 つ の もの は現在 に於 て は雨 々 離 るべ か らぎ る もの

’
に はつ て 居 bま すが 、 過去 を考 へ て 見れ ば 、 我 々 が結婚 しない 前の ノ “ チ ェ ラ ー

をス ビ ン

　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 μ
メ タ ー

と云 ふが如 き献況 に なつ 裏居 っ たか と考へ 裳す 、例 へ ば英吉利 に 就 て 申せ ば 、 英

國 海軍 が 世界に 覇權 を握 つ た の は 現 在で は あ らませ V）、 既に帆船時代 か ら世界に 於 て 最

も發達 しn る海軍 の 大 きな勢力 を持つ て 居 つ た の で 、 英吉利 の イ ン ダ ス ト リ ヤ ノー メ ワ

ー とは大 した 關係 が無 か つ た 、 其 時分に大 きな海軍 を造 つ taの で 英吉利の メ カ ニ ア ノV ．

エ ン ヂ ．ア リ ン グ は 其時代 の 軍艦 建造 とは 大 した關係 な くして 獨立 に發逹 し7aもの で あ

る ・ 叉 亜 米利加合衆國に 於 きま して は 當時歐羅巴 と離れ て 居 る
、 其上先程 申 しま し尤 モ

ン ロ ー圭義 な る もの を宣 言 し歐羅巴か ら孤立 して 居 る時代 に彼等 は其 工 業の 基礎 を tw　b

・邃 に現在の 如 きイ ン ダ ス ト リ ー
を造つ た ので あ b2 す 、 言換 へ れ ば米國 は 翫 に 海 軍 勢力

の 出攀 る 前 に其 レ ータ ン ト ・パ ワ ーなる 工 業勢力 を造つ て 居 b懐す 、然 る に 我 國 に 於 て は

後進 國で あ るか ら斯 う云 ふ 乙 とが無 い 、 日本が海軍勢力 と して 認 め られ た場 合 に は イ ン

ダ ス 1一リ ヤ ノV ・ パ ワ ーと密接 な關係 を持つ て居 つ て 、 後進國 た る我 國 に 於 て は 之 を引離

す こ とが出來 な い
、 出來 ig　V ・ な らば 、 こ こ に＋ 年 の海軍休 日 をや つ た な らば どうな る ふ

十年 の 海軍休 日をや つ て 總 て の 軍事設備 を撒廢 し 、 其餘 力 を以 て イ ン ダ ス ト リーの 發 展

を期 し7zと しま しだ所 が 、 是 は なか なか五 年 や 十年 を以 て我 々 よb 竜發達 して 居 る 先進

画 を凌駕 しや う 、 少 くともそれ に追付か う と云 ム こ とは なか なか 困難で あ る 、 言換 へ れ

iば 呆 して海軍 休 日が行 はれ て 、 各 國が御互 に 戰 を しな VO と云 ふ 乙 とが 明か な こ とで あつ

て も 、 我 々 は短期 の五 年 や十 年の ホ リ デ ー
をや つ て は 何 に もな ら田 、 然 らば何年や るか
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

造 船 協 魯 會 報 　　 第 參 拾 登 辧 盟 」

何年や つ 尤 ら宜 い か分 うませ vaが 、 相當長 期 の ネ ー
ヴァ

ノぬ ホ リデ ーをや らなけれ ば效力

は現 れ ない
、 今度皆戰爭 を廢めや う と云 ふ 、 然 らば是か ら三 十 fliの ネ ーヴ

ァ
ノレ 。 ホ リ デ ー

をや る と假 定 します 、 三 十 年 の 海軍 休 日 をや る 、 其御互 の 協約 な る もの は 一 片の 約束で

あ る 、 自分 は約 束 を破 らな い 積 で も他人が破 つ た ら何 うす る 、 言換 へ れば我 々 は 國 の 蓮命

を一 片 の 約束 に託 さ な けれ ば な ら臓 、 元 來 條約 な る もの は各國 の イ ン テ V ス ト の 鵑係 止

日 英同盟の や うな條 約は い ざ知 らず 、 今 まで十 年 と績 V ・た 例が無 い と云 ふ 乙 とを國法 學

者が 言つ て 居 る 、 斯 う云 ふ」伏況 の 1−
’
に 於 て我 々が 三十 年 の ネ

ーヴ
ァ
ノレ ・ ホ リ デ

ー
が 出來 る

か と云 ふ 乙 と を少 くとも我 々 ig技 術者 と して 、 工 業家 と して 考 へ なければ な ら臓 と思 つ

て 居 らま す 、 然 らば海軍 の 軍備 制限 を考へ る前 に此問題 3解決 しな ければな らVQか と云

ふ に 、 此 問題 、よ我 々 エ ン ジ ニ ーヤ
ー

が解決すべ き問題で は な い 、 是 は 一
國 の政 治家 が 考

へ るべ き問題で あ る 、 そ こ で 海軍休 田 こ對 す る 良 V ’悪 い 其 他 の デ イ ス カ ツ シ
．

ン は 止 め

に 致 し2 して 、 然 らば船 を壊すに は どう云ふ風 に して船 を壊 すか と云 ふ と 、 其船 を壊 す

に 付 きま して は各國 の 現存 して 居 る船 の 勢 力の 比 に 依つ て や つ て 行か うち や な い か 、斯

う云 ふ 考で あ る 、 と 乙 うが それ に獨 し懐 して は 出來 て 居 る般 と出來 て居な い 船 が あ る 、

出來 て居 ない 船
’
オ之 を勢力 の 内に入 れるか 、 出來 て 居 る船だけ取 る か 、 是 は各 々 議論の

分れ る所で 、 互 に議論 があ bます 、 と 乙うが出來 て 居 な い 船 を入 れ ブZ らど う云 ふ 風な利

害が あ る か 、 之 を御話 して ts ま す。

　亜 米利撫 の 「ワ シ ン ト ン 」か ら「ウ エ ス ト ヴ ア ー ジ ニ ヤ 」か ら「a 一ナ イ テ ツ ド ス テ ー
ツ 」

＋ 月 一日1十 二 丹
一　 日

Washi   望on r，9．78 δ．0

w   t ▽irgh ・i＆ 6当．582 ．0

數）ulh 　 Da血o
』
a 34654 ．0

Indm 皿 臨 3三．548 ．0

M 〔ontana 27．653 ．0

XO ・
匸h （肛 olim 6．658 ．o

bwa 29、5510

M 島 8s 解 huset電s 10．｛ δ9．0

L ヒxingt 岨 25．562 ．〕

Con δtし1王1もLiOn 11．55 コ．o

Sa【ato9 穐 2弓456 ，0

1瀚 nge 聖 276 生o

Gonstitution 11．1 弖5．0

Uni電eds ←ates 10．7300

　　 まで の船 が どう云 A 工 程 に な つ て 居 る か 調べ て 見

　　 ま す と （第二 表 參照 ）
一
卜月

一
日 に於 て ワ y ン ト ン

・第　は 約六 九 ， 七 ％ 、 是 か ら段 々 降 つ て 來
一C ユ ナ イ テ ツ

ニ 　 ドス テ ーツ の 如 きは 一
割 七分 しか工 程が進 んで 居

表　 ら臓 、 と こ ろが 此 工程 は 明か に 亜米 利加 の 造船局

　　 が 公 に發 表 して 居 る工程 の ） “　．．セ ン f 一 ジ で あ ）t

　　 ます 、 と こ ろ 、十 二 月 一 日 に於 て ど 5 云 ふ パ ーe

　　 ン テ ージ を輿 へ て居 るか と云 ふ と 、
ワ シ ン 1・ン は

　　 入 入 、 ○ ％ 、
コ ・ナ イ テ ツ ドス テ ー ツ は 三 〇 パ ーセ ン

　　　ト、 斯 5 云 ふ 高 v 數字 を與 へ て 居 ba す 、 然 る に

　　 十 月
一 日か ら十二 月

一
日まで に於 て 工程が 二 割 以

　　 上 パ ーセ ン f 一ジ が上 が る理 由が分 ら「；　Vi の で あ

N 工工
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b 懐す 、 二 箇 月で 二 割 上 が る な らば 、 其割で行 けば
一

年經 つ か經 たね 内に 四 萬三 千 噸 の

船 が 出來なけれ はな らva、 どう云 ふ風 に考 へ て 竜斯 う云 ふ高 い パ ーセ ン テ ー ジ が出 て 奈

る筈 が な Vl・
　v 然 る に何が故 に僅か 二 箇月 の 問 に 斯 5 云 ふ高 い パ ーセ ン テ

ージ を亞 米利 加

が 出 して 來プどか とi云ふ と 、 十 月 一 日 の もの は造船局 關係 の もの だけで 、 十 二 月 一 日の も

の は船體 機械鐵 砲 、 總 て の 入 つ た パ ーセ ン テ ージ だ と斯 う 言ふ ので あ bます 、 と こ ろが

我 々 が 考 へ て児 る と 、

一般船體の 工 程 の 進捗程度 と云 ふ もの は 日本 に 於 て は 少 くとも他

の 竜の よ b は 党 較的 パ ーセ ン テ ージ の 上 が つ て 居 る 傾向 を持 つ て 居 る 、 とL うが亞米利

加｝こ於 て は機械は ど 5 か と云 ふ と、 電氣推進である か らぜ ネ ラ 7V ヱ レ ク ト リ ツ ク とウ ヱ

ス チ ン グ ノ ・ク ス の 二 箇所 しか 製造所が な い 筈で す 、 其 外 の 會杜で は あの 大 きな船 の機械

を造 るだ け の キ ヤ パ シ タ イ ーを持つ て 居な い とと思 ひ ます 、 叉 此等 の 會杜で 出來 た ヱ V

ク 1・ソ カ ル プ ロ 丿 “ ノン ジ ョ ン の 機械で も既成艦に て は 故障が 澤山 と云 ふ こ と も皆様御承 知

の 通 ウで あ う綾 す 、 然 る に機械 の 工 程 なる もの が此造船工 程 よう も どん どん 進ん で 行 く

とV ・ メ、 の は疑が な V ・ とは云 へ ません 、 叉 鐵 砲其他は どうか と云 ふ と、 ＋ 六吋 砲 を最 初 に

乘せ だ 船は 我 國で あつ て 亞 米利加 合衆 國で な い 、 而 も其＋ 六吋 の 鐵 砲の 製作 は 我國 よ

b 竜後 れ て 居つ ve、 それ が鐵 砲 だ けが 先 きに 出來 て し衰 つ て 船體 が 後れ る 、 此理 由 もを

か しい 處が あ ）
「 ます 、 叉 亜 米利加 が議會で 協賛 して 居 る海軍 の 經 費の 高 と云 ふ 竜の は 毎

年 決 め られブ〜高で あつ て 、 我 國の 如 き繼續豫 算が戌立 し て 居る の で は な い 、 それ が前認

の 理 由で これか らこ れ まで の 問に 二 十 パ ーセ ン F と云 ふ 工 程 が 上が る とい ふ の は 不 思議

ガ と自分は 考 へ n 、 少 し疑 ひ 過 ぎた話 しか も知れ ませ ん が或 は十 月 一 日に 醐係 國 に對 し

て 軍備鰯限 と雪 ふ 竜の に 封 す る勸誘状 を出 して 、 制 限 しや うで は なvn か と言つ て か ら、

我 々 は 正 々 堂 々 とや つ て 行 つ だ の に亞米利 加は 我 々 に 此勸誘 を した後 十 二 月 一 日 まで に

書夜衆 行 で工 事 を急 い だので は なV か と も考 へ られ ます 、 或 人 の話 で は特 に職工
’
を壌 し

或 もの は 賃銀 を壇 して工 事を急 V ・ だと も云 つ て 居 b ま す 、 然 らば斯 の 如 くして 出 て 來 だ

工 享 の パ ーセ ン テ ージ と云 ふ もの を頭 か ら信頼す る 乙 とが 出來 る か 、 疑が あ b・　2す 、 此

工程 の パ ー セ ン テ ー ジ な る もの に は 色 々 な ア ム ピ ヂ ユ イ チ ーが 入 つ て 來 る と い ふ 事は 明

で あ S」2 す 、叉 排水 量 の 意 義に就 て 唱考 へ て見 ま しだ 、 例 へ ば陸奥の 三 萬三 干八 百 顧 を

考 へ て 見 ま す と睦奧の 三 萬三 千八 百噸 と云 ふ もの と亜 米利 加 の 三 萬三 千入 百噸 と云 ふ も

の とは全 然惹義が 逹 ひ ます 、 言換 へ れ ば 亞 米利加 は全 體の Gonsumable　material を 2！3

塔載 した デ ／ ス プ V 一ス メ ン F を取 つ て Norinal　d’isplaoementと名付け て 居 ba す 、 言

換 へ れば 日本の船の 三 萬 二 千噸 と云 ふ の は亜 米利 加の 三 萬二 千 噸 よ うは遙か に 大 きな船
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＿1

で あ ウます 、 然 る に 竜拘 らず 日本の 船 の 噸數に 持 つ て 行つ て 亜米利 加 の ア ツ シ ．一 ム しだ

噸數 の 差 を加 へ て 、 是 が御 前の 國 の 軍 艦 を自分 の 國の 軍艦 と見た 時 の噸 藪だとv ・ふ ので

す、 即 日本 の船 に 米 國の ア ツ シュー ム しfa コ ン シ ー マ ブ ノレ ・ マ テ ィ
ー ソ ヤ ル を積んで 亞 米

利 jjiの デ イ ス ブ γ 一 ス メ ン ト と同 じだ と云 ふ の が ヒ ユ ーズ の 書 出 し 力數 宇で あ う衰 す 、

と こ ろが そん な 乙 とが分 る もの で は な tへ 日本 の 船 が燃 料 、 糧 食 、 水 等 を何噸 積ん で 居

る か と云 ふ こ と力糠 國に 分 る譯 は な い
、 宜 加減の 數 を出 して 俺の 響では是 だけあ る か ら

是 だけだ らう と云 つ て提 凌 へ て 寒 た 竜のが 此 1・ン ネ ージ の數字で あ 蟾 す 、 言換 へ れ ば

茲 に ト ン ネ ージ を決 め る に は船 を比 較す る一定 の規 則 を定め て それ に依 つ て各 醒 の 憂體

の ト ン ネ ー ジ を決め なけれ ば成 らSUの で あ ゲます
、 亜 米利伽で エ ス タ イ メ ー ト しだ 數 を

私 が チ ヱ ツ ク して 見 2 す と陸奥 とか 天 城 とか 云 ふ や うな新 しい 船や 、
バ ツ トル ・ ク iV ・一

ザ ー
の 様に ハ イ ・ y ・ビ ー ドの キ ヤ ピ タ ノ

レ シ ツ ブ に 於 きま しては 日本 の ノ ー マ ノン ・ デ ィ
ス プ

y 一
ス メ ン トに 九 ） “　一セ ン ト 乃 至 十 パ

ーセ ン ト を加 へ ます と大鱧亜 米利加 の F ン ネ ージ

に な bます 、 叉 中古 の超努級艦 の 如 きは 六 パ ーセ ン ト乃 翌七 パ ーセ ン ト加 へ ます と亞 米

利 加 の デ ィ ス プ V 　一一ス メ ン ト に近 V ・ もの が 出て 來 蛮す 、 それ か らも5 少 し古 い 香 取 鹿島

以 前の 船に な ゲ ます と 、 日本で言ふ デ ザ 1 ン 。 デ ィ
ス プ レ ース メ ン 1・に 約ニ パ ーセ ン ト を

加 へ る と亞 米利加 の デ イ ス プ V 一ス メ ン T・に なつ て 來 ます 、 と こ ろが 亜 米利 加 の エ ス テ

イ メ ー ト しn もの は何れ も四 パ ーセ ン ト乃 至 三 」 “　一セ ン 1・牢位 に しか な つ て 居な い
、 要

す る に亜米 利加 の エ ス テ イ メ ー ト した もの は ア ン ダ
ー

・ エ ス テ ィ メ ー トで あ bます。

　 建 造 中の艦船 を壞 し 、 叉 既 成艦船 の 或 もの を壞 して 、 其時 に亜 米利加 は是 だけの 犧牲

を拂 つ て 居 る 、 我 々 は十 五 隻 の キ ャ
ビ タ 7V ・ シ ツ プ を叩 壞 ち、 是 に要 す る金 は何 萬ダ ラ ー

何 ＋ 萬 ダ ラ ーと云 ぷ 乙 と を言 つ て 居 うます 、 然 る に ヒ ユ ーズ の 案 は ど5云 ふ こ とに なつ

て 居 るか とア ナ ラ イ ズ して見 ます と、 第三 表 に示 す樣廢棄 すべ き圭 力艦 の 總噸數 と現存

主 力艦の 總噸 數 との 比 又 は 既定計畫 完成時に於 け る 圭力艦 の 總噸 數 との 比 を取 つ て 見 る

1
比 ｛… ，，lk國

廢 棄 さ る べ き 主 力 艦 藹 噸 數

現 存 主 力 艦 総 噸 數

廢 棄 さ る べ き 主 力 艦 覦 噸 鍛

1．781　　 1，161

　 既 定計 鬣 完 戊時 に 於 け る 主 力 艦 総 噸數
躍

O．7390 ．628

　 　 t
英 　 國

0496

0．402
　 　 1

第

三

表

と言換 へ fしば現在の圭 力艦 の總噸 數の 何 メ ー セ ン ト を壊 き な くて は な ら颪か と云 ふ と、

日本 は 一 ・ 七入 一
、 亜 米利加 は 一 ・ 一六

一
、 英 吉利 は○ ・ 四 九 六 と云 ふ 乙 とに な る 、 叉 廢棄
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すべ き總噸 數 と 日本 に於 て は 入入 艦隊計晝 、 亜 米利 加は三 年計畫 、 英吉利 に於 て は 新戰

艦計篭 、 それ 等の 完成 し力時に 於 け る主力艦の 總噸數 との 比 を取つ て見 る と 、 日本 は Oe ・

七 三 九 、 亜 米利 加 は○ ・六 二 八 、 英吉利 は ○ ・ 四 〇 二 で あ b寮す 、 此數は 何 を表 は して 居

る か と云 ふ と、 各 國 の 拂ふ べ き犧牲 の ア マ ン ト
、 而 も此 犧牲 の 高は亜 米利加は 僅 しか 拂

はず して 日本 は
一番餘計犧牲 を梯 は なけれ ば な らSU 、 英 吉利は 一番少 V ・犧牲で濟 む 、 言

換 へ れ ば亜 米利加は 十五 隻の キ ヤ ピ タ ル ・シ
。

プ を壞 すか らと云 つ て 是が 犧牲 の パ ーセ ン

ト ぢや な い 、 現 在持 つ て 居 る船の 數 を考へ な けれ ば な ら漁 ので あ うます 、 戰 をして 船 を

壊 され れ ば其勢 力 か ら何 パ ーセ ン ト滅 るか 、 とい ふ事 が大切 な事で軍艦 ゆ數が少 い 海軍 、

で 一隻沈 み
・
ます の と 、 軍 艦 の 多い 海軍で 二 隻沈 み虫すの で は一隻沈みま す方 が若 しto　4

は度 々 あ ゲ ます 、 それ と同 じ乙 とで あ b一
ます 、 然 る に 亜 米利加 の 言ム所 は俺 の 方は 是だ

け壊 す 、 俺 の 方 は 一番餘 計犧牲 を拂 つ て 居 る 、 御前 達は 是 だけで は な い か とい ふや ラな

考 は 金高 や船 の 數だけで 云 ムべ き もの で な く其海 軍 勢力の 何 パ ー セ ン トに成 るか とい ふ

導が大 切で あ b俊 すQ

　現 存勢 力 と云 ム もの は 制限 しなけれ ば な らな V ・ な らば 、 現 存勢力 と云 ふ もの は ど5 云

ふ もの で あ るか と云 ふ 定義 を下 さ なければ な ら臓 と L うが私 共 の 考 へ る所 では 、 現 存

勢力 と云 ふ もの は現 在浮 ん で 居つ て
、 今戰が 始按 つ た ら直 ぐ戰鬪航 海 に 堪 へ 得 る 所 D．圭 tt

力艦 の ト ン ネ ージ を捉 ま へ て 之 を現 存勢 力 と需は なけれ ば な ら》ユ、現 往戰が始 2 つ た ．

其際に 戰 鬪 し得 る艦 船 の 噸數が是が エ キ ジ ス 廴 ソ グ ・ ス 1・V ン グ f ’で なけれ ばな ら瓜 と・

思 ふ 。 さ うで あ る な らば建造中の 艦船は 考 に 入 るべ きもの で は な1へ 極端 な例 を以 て 御話

します と 、 生 れ な い 前 の 子供 の 人 格 を認 め る か とい ふ事で あ b ま す 、 生れ て しま へ ば 庶

子で あ らうが 、 私生兒で あ らうが 、 匿役所 に 御屈 しや うが すま V が 、
パ ー ソ ナ リ テ ィ ー

を．認め なけ ば な らね 、 と t う が或人の 考 で は人 間の 子 は死 んで生 れ るか 竜知 らぬ が 船 は ．

必 ず出來 る と云 ふ けれ ども、 船 も進水 の時 に倒れ て し懐ふ こ ともあ る 、 そ t で エ キ ジ ス ．

タ イ ソ グ ・ ス ト V ン グ ス なる もの は どう して も現在淨んで 居 る船で ある 、 さあ戰 を しや 5

と云 つ ブ〜 ら太
’F洋上 に於 て 戰 を し得 る もの で な くて は な ら澱 、 是 か ら出来 て 來 る もの は

フ ユ ーチ ユ ア ・ ス ト V ン グ ス で な くて は な らね と自分 は考 へ 懐す 、 そ 乙で エ キ ジ ス ト し て

居 ない 船 を エ キ ジ ス 5 イ ン グ ・ ス ト レ ン グ ス と云 ふ な らば 建造中の 艦船に對 して は ど う・

云 ふ 點 をや る か 、 亜米 利加 の 言ふ に は 出來掛 つ て 居 る もの は 其船 Z 噸數 に 工程の パ ー セ

ン テ 冖 ジ を掛 けた もの が其艀の ス F レ ン グ ス だと言ひ ま9 、 五割 だけ出來 て居 て
、 それ

で五 割 の 戰 鬪力 を持 つ て 居 る か 、 按 だ淨ば ずまだ出來 ない 船が工程が どれ だ け出來 て 居 1
一

N 工工
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つ て も戰鬪航 海 は 出來 7S　tn ので ある 、 暫 く經 つ て か らの ス ト レ ン グ ス を我 々が 言メ、な ら

ば千九 百 二 ＋ 一年の ＋ 一
月十 一 日 と云 ふ 日 を捉 まへ て 言ふ の 必要 は毛頭無 V ・の で あ bま

す 、 而 も千九 百二 十 一年の 十
一

月 十
一

日 と云 ふ 冒 を歌ふ 以上 は其 日に 於 て エ キ ジ ス ト し

　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 　　　四 　　　表

弩 級　艦 分 類

A 　分　類

U ．　 S．　 A ．

N ．Dako 七a

DelawaTe

U 七ahFlorida

Arkansas

Wyoming

JA？AN

Se七七su

第 五

B 　分 　類

u ．　 s．　 A ．

Miehigan

S．Carolina

N ，Dako 七a

De 塩 waro

u 七ahFlorida

Arkansas

Wyoming

表

JAPAN

Satsuma

AkiSet

七su

米式算法（陸奥 ヲ 既成腫 ト シ タ ル 場合）

来 　 　 國 日　 　 本

T 「 司 AIB

級

級

級

の

　

　

　

も

　

　

　

の

弩

　
弩

中

　

　

　

造

　

　

　

題

前

弩

超

及

弩 級

100％

100％

827 ，。24187D ，e24

630
，
74259

％

7D％

416，062

寧 5．　91，32155

％ ．

56％

i 米式算法 C陸 奥 ヲ 未 nt艦　1・シ タ ル 揚 合 ）

超　　弩　　級

及 建造 中 の もの

超　　弩 　　級

及建造中の もの

100 ％

ioo％

711
，
371100

％

tOO％

100 ％

tOO％

49％

6t％

394 ，69250

％

7Z％

450 ，092

・・％ 1
　 　 ヒ

64％ 1

級

級

級

の

　

　

　

も

　

　

　

の

弩

　
弩

中

　

　

　

造

　

　

　

建

前

弩

超

及

彗
級

級

の

　

　

も

　

　

の

　

弩

中

　

　

造

　

　

建

弩

超

及

超 　　弩　　級

及 建 造 申 の も の

米　　國

A B

ll。7転76 生1
、。。％ 1100

％ 1
　 　 　 　

817
，
02垂

100％

iOO％

711，374190

％

too％

879，0躍

100％

tOO％

日　　 本

・ 1 ・

623，742 “ 556，321

58％　　52 ％

69％　　 65％

409，09248

％

61％

3S7
，
6925

＝
％
’

72％

＊
富士 石見 周 防 を除外 の 場 合

太 字 は造船局發表 の 工 程 に よ る

449
，
39251

％

64％ 1

…

＊
富士 石見周防 を除外 の 揚 合

太字ぱ造船局發 表 の 工 程 に よ る
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て 居 らな けれ ば な ら》氤 是 は エ キ ジ ス ク ィ
ン グ ・ ス ト レ ン グ ス と云 メ、　Z とに 對 して我 々 の

考 へ ま しfaの と亜 米利 娼 の 考へ ま した の とは逹 ふ の であ b ます 、 そこ で 亜 米利 加 の言 ふ

が 如 く勘 定 して見 プこな らば 雨方 の海軍 勢力 は ど うな るか 、斯 う言 ひ ますと第五 衷 に示 す

通で ある 。

　 陸奥 を班成艦 と した揚 合に 第 四 裘 の A 分 頓法 に 從 ひ 前弩級 、 弩 級 、 超弩級 を取 ウ建造

中 の もの に は先程 申 し寮 した や うな あや ふや な プ ア ク タ ー を掛 け 、 それ を總 て 加 へ 懐 し

ブ瀦 の で、勘定 す る ならば亜 ：lk利加が 百 七 萬五 千 噸 、 日本は 六 十 三 萬七百 四 卜二 噸 、 又

B 分類法 に よ b前 弩級 、弩級 、 超弩級 及び 建造 中の 艦 船 を亜 米利 加の勘定 し尢所 で は 日本

は 五 十 九萬噸 しか 無 い
、 叉 亞 米利 加 の 計算 に 依 ）f ま して 前弩級 と云 ふ もの を廢 め て しま

ふ 、 き う して 弩級 超弩 級 、 建 造 中の 竜の を加 へ れ ば 亜 米利 加 は入 四 七 ，〇 二 四 噸 、 日本 は

四
一

六 ，〇 九二 噸 、 此 レ シ オ は亜 米利加 を百 と した揚 合に 日本 は 幾 らに な るか と云 ふ と

四 十 九 パ ーセ ン ト に しか な らな い
、 それ か ら弩 級 竜廢 め て しまひ

、 超弩級 と建 遘 申の 艦

船 を加 へ て 見 る な らば亞 米利加 ｝よ七 一一
・ 三 姻 噸 、 躰 は三 九四 ， 六 プL二 呱 此 レ シ オ が

亜 米利 加 を百 とす れ ば H 本 が五 十 六 バ ーセ ン 1  それ だか らど5勘 定 して も 日本 は亜 米

利加の 六 割 以上 の 勢力は 無 い 、 是 が 亞 米利 加 の圭張 す る 點で あ うま す 、 そ こ で亜 米 利加

の 主 張 す る エ キ ジ ス テ イ ン グ 。 ネ ーヴ ア ノレ ・ ス 1・V ン グ ス は オ ー
ノV ・ キ ャ U

’
タ ノレ ・ シ ツ プ ． ト

ン ネ ージ と云 ふ 竜の を先程 も申上 げた逋 うに ヒ
；

一ズ の プ ロ ボ ーザ ル に歌 つ て居 る
、

オ

ール ・ キ
ャ

ビ タ ノv ・ シ ツ プ と云 ふ 竜の は どう去 メ、 もの か 、 船 の 古 v ・ 薪 しv ・ に 拘 らず 總て の 圭

力艦全體 の顳數 と云 ふ もの が オ ーy ・ キ
ャ

ピ タ ノレ ・ シ
ッ

プ ・ ト ン ネ ー ジで な くて は な ら漁 、 然

る に も拘 らず亜 米利 加政 府の 圭 張 す る の は エ キ ジ ス テ ィ
ン グ ・ ス 1・V ン グ ス と云 ふ もの は

ア ン タ
  ・ コ ン ス 1・ラ ク シ

。
ン の艦船 と弩 級及 ひ 超弩級 、 斯 う云 ふ意昧で あ bま す 、 而 も

ヒ
1L

　一一　一
“
の ボ ロ ボ ーザ ノン に は何等 さ 5 云 ふ 乙 と を 書 い て居 らVR、 唯 オ ー7V 。 キ

ャ
ビ タ ノ

V ・

シ
ッ

プ
’
。 ト ン ネ ー ジ と云 ふ こ とを歌 つ て 居 る 、 それ に 依 つ て 亜 米利 加が 勘定 した 所で は陸

奧 を勘定 した 揚合 日本が 四 十 九 パ ーセ ン 1・しか 無 い
、 言換 へ れ ば四 十 九パ ーセ ン 1・しか

なV ・ の に 六 十 パ ーセ ン トや る の だか ら有難 く頂載 を しろ、 斯 5云 ふ 考で あつ た 。

　と こ ろが それ な らは弩級 と超弩級 と云 ム もの を どこ で分 け るか 、 成程 、 弩級 は
一

番初

め て 出來 た 時 に は ス S イ
ー

ム ・ タ ー ど ン を使 ひ 、 さ う して ユ ニ ホ ー ム ・ ヵ リ バ
  ガ ン ス で

あ っ た と云 ふ 乙 とは 弩級の 特澂 で あ つ た 、 果 して さ うで あれ ば亜 米利 加の や b ま し力 分

類 の方 法 は 、
ノ ー

ス ダ ニ タ 、 デ ラ ウ ェ ア 以後、此 船 を捉 懐へ て 來 て le　v ツ ド ノ ー ト
、 日本

は攝津 以後が弩狐 と こ ろが亜 米利力ロの ミ シ ガ ン ナ ウ ス 加 ラ イ ナ は主 砲が二 つ
、 而 も

N 工工
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セ ン タ ーラ 4 ン に 置 v ・ て 居 る 、 此 二 つ の もの を弩級 の 中 に 入れ な い 理 由が無 い 、我 國に

於 て は 安藝薩摩 が之れ に マ ツ チ す る ド レ ツ ド ノ ー ト と考 へ る事 が出來 る 、 それ に 造船家

と して 嚴格 な る 意 鉄か ら言ふ と弩級で な い か も知れ な V 、 併 し戰鬪力か ら言つ て 安藝薩

摩が ノ ース ダ ニ タ 。 デ ラ ウ ．ア に較 べ て劣 つ て居 る か ど5 か 、是 は 誰 に も分 らな い
、 英吉

利 の ロ
ー

ド 。 ネ ノレ ソ ン とは趣 を異 に して 居 る 、 そ L で 我 々 の 考 で は 安藝薩 摩攝 津 ま我 々 の

方 で は 當然入 れ る其代 う御前 の方で は ミ シ ガ ン
、 サ ウ ス ヵ ロ ラ 4 ナ も弩級で は な い か 、

是 も入 れだ ら宜 い ぢや な い か 、 之 を入れ ない で 此二 つ を取 つ 7Z　¢ は是 は 内幕が あ る に 違

ひ ない と愚 っ 〆へ 是 は ミ シ ガ ン もサ ウ ス タ ロ ラ イ ナ も弩級 に入 れ な V● と、矢張 う 日本 の

安 藝薩摩 も入 れ られ な い と愛 ふ の は 比 較 的戰 鬪 力の 少 ta ミ シ ガ ン
、 サ ウ ス カ ロ ラ 6 ナ を

入 れ る よ b安藝 薩麈 を除い て 攝津 か ら勘 定 した 方が 全體 勢力 比 に 都 合が よい と考 へ た の

か も知れ ぬ 、 叉 さ うで あ る と考 へ られ て 竜仕方が な い ので あ b 衰す 、 とこ ろが亜 墨利 加

の 分類 し7Z　B と云 ふ方 法が あ る 、 亞 米利 む1の 盆張 す る如 く單 に超 弩級 及 0ξ建遯 中の 艦 船

を入れ る と 日本 は六 十 四 パ ーセ ン 1’　 s 又 亜 米利加 の 主 振 す る如 く、 叉 ヒ
亠

一ズ の プ ロ ポ ー

ズ するが如 く、
オ ー・・7V

、 キ ＋ ピ タ ノレ
、

シ ッ プ
、 但 し日本 は 建遘 中の は入 つ て 居ない 、 之 を入れ

て S 日本 は 六 十 五 パ ーセ ン ト と云 ふ 數字 が出て 來 る
． 言換 へ れ ば是 は 分類 の 方 法 に 依 b

『
ま して 斯 う云 ふ風 に分類 され 力 乙 とは 先程 申 しま しプ〜や うな疑惑も起 う得 る、 併 し之 を

避 けて 分 類すれ ば 日本 は六 割以 上 に なる 、 是 は亜 米利加 の 勘定 の 仕方 を以 て して 竜斯 う

7Sるので あ b2 すo 然 る に 日本 の 圭張 する が如 く勘定 する と どうな る か と云 メ、と 、 日本

は 陸奥 を既成艦 と しブ〜場 合、 未成艦 と し力 揚合で も ・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第六 表參 照）
　　　　　　　　　　　　〔圖 を指 示 す〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第 七 表 參照 ）

　　 第 六 表 　 日 式 算 法 　 　
』

　第 七 表 　 日本 式計算法

ア
P
〜

聖

樋

−

掛
分百

李

未

成
艦

除
外
の

場
合

（

罐

峰
乞

）

爿ミ　 　 園

　　　 A 　 iB
　　　　　 l
　　聯 1笥
　　　　　 ！
P ・ 5°°β5°1532脚

　 　 　 　 　 1
　　　3・5，。・・！
　　　（1。。％）1

子纛
51i9，350逢 除 外 の 場合

（・・％ ）1 碧嬲

1　Su ’・1（1°°％ ）i−（璽゜％）i　 （C7％）
…

　　t334
・7“ei　 375

・
OCO

　 　 1
　 　 　 　 （71）％）

313．300
亅

くS6％ ノ

・・］・ い ・・　 7・ 1

未
成

艦
除
外
の

場
合
（

陸
奥

を

含

ま

ず
）

π

D ．

Sup ，

DPS

Sup ．

来 　 　 國 日 本

A B A

　　 　 　　 　
728 ，39 廴）　532 ，6乙0　．514，359

（10J％） （100 ％ ）　 （71％ ）

　 　 　 　 　 l

500，e50　　　　　　　1　299，700

（… ％ ）　 1（・・％）

識li 亅糊

　 　 B

l富士 、石 見 、 周 防

を除 蟀 の 揚 合
　 474，929
　 （65％ ）

　 3tOPOO

　 （64 ％）

百 分 比 1　100
亭 　均

leo 69
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Z ち らは 陸奥 を未成艦 とし力 揚合で すが 、 日本 の 言ふ如 く勘定すれ ば どうなるか と云 ふ

と、 日本 は 弩級 超弩級 、 是 は 現在戰 が始 ま つ 力時 に 戰鬪航 海 に堪 ゆ る般 、 直 ぐ出て 行 け

る船 、 言換 へ れば千 ］
「L百二 十 一

年 の 十 一
月 十

一
日 に 於け る エ キ ジ ス テ ィ ン グ 。 ス ト V ン グ

ス
、 私共 の信ず る エ キ ジ ス テ ィ

ン グ ・ ス ト V ン グ ス 、之 を勘定 して 見 る と 、 亞 米 利加は 七

二 入 ， 三 九 〇噸 、 日本 は 五 一四 ， 三 五 〇 噸 、 言換 へ れ ば亜 米利 加 の 百 に 勢 して 日本 は七十

一パ ー セ ソ ト の 勢力 を持 つ て 居 る 、 又 弩級 と超弩級 を ヒ ューズ の 案 と逵 ひ ま すが 、 亜 米利

加の 言ふが 如 く勘定 して 見れ ば六 ＋ パ ーセ ン ト しか無 い
、 富士 、 石見 、 燭 防などは 既 に 二

十 年 の 艦齡が 遯 ぎて 居 b ますか ら之 を除外 して見 れ ば こ ん な風に なつ て六 四 パ ーセ ン 1・

と云 ふ數宇 に變 つ て 來 る 、 叉 超弩級 だけ な ら＋ 一月 の十 一 日に 戰が 始懐つ て實際 第
一

線

に 出て 鬪 ふ もの は超弩級で あ る な らば超弩級だけ 勘宝 して 見 ます と、 亜 米利 加は 三 六五 ，

○ ○ ○噸 、 日本 は二 七入 ， 三 〇〇 噸 、 日本 は 亜米利 加 に對 して超弩級が七 六 パ ーセ ン ト と

暑 ふ高 い 勢力 を持 つ て 厨 る 、 之 れ は 睦奧 を未成艦 としだ 揚合で すが 蟹成艦 とすれ ば第六

表 に 示 す逋最 低 の 揚 合で も六 七％超弩級 なれ ば入六 ％ とい ふ更に 高 い 數字 とな bます 、

故 に 彼等 の 圭張 す る所 が具で あつ で 我 々 の 圭 張 する こ とが 問逹 て 居 る と云 ふ 乙 とが 明か

に證 明 さ る   に 非れ ば數字上 に 七 ＋ ％ は過 多 な b とは云 へ な v ・ 筈で あ る 。

　斯 う云 ふ 状 況で ある か ら少 くと も勢力比 を數字 的に 研究 して 見 る と我 々 は 亜米利 加の

六割 と云 メ、もの に封 して イ ール ドす る こ とは 出來 ない 立 揚 に な らなけれ ば な ら澱 と云 ふ

こ とが御分 うに な る と思 ひ ます Q

　そ L で 更に 醗 わま して 何故 に我 らが七 十 パ
ー

セ ン ト を持つ と云 ム Z とが亞 米利 加 1こ對

して メ ネ ース で あ る か と考 へ て 見 ま す。 元來他國が御 前の 所 は七 割は要 らなV 、 六 割 で

tr　V ・で は な V か と云 ふの は無 禮極 2 る話 で あ うま して 、 理 論上 は相對國 の 持つ べ き勢力

ぱ イ
ー

コ
ー7V で ある か ぜ ロ で な くて は な らva。 金 D 有無 、 或 は人 口 の多寡 、 若 くば 土 地

の 大 小 は 別 箇の 問題で あ b懐 して 理 論上 は 貧乏 入で も金持 と同 じだけ持 ち得 る權利が あ

少蓑す。 然 し實際上 は 其國 の セ キ g
一 リテ 1 −

、 國 の 1 ン テ グ リ テ ィ
ー

を侵 さ ね 程度 を

最 小 限度 と します。 金持だか らと云 つ て 大 きな家を建 て る 智1利が あ る 、 貧乏 人だか ら と

云 つ て 大 きな家 を建 て る權利 が無 V ・ と云 ふ 乙 とは無 い 、 建 て る金 は無 V ・が建 て る權 利 は

持つ て 居 る 此権利 を抛擲 す る必 要 は無 い 、 併 なが ら其 櫪利は別 と して我 々 は 現在に 於 て

金 も無 し、 貧乏 で 、 百萬圓の 家 を建 て 難 V ・か ら七十 萬圓の 家で 濟ま して 居る の に 過 ぎな

V 、 御前 の 所は七 十菖 圓の家 で は贅澤 だ六 十萬 圓の 家 を建て ろ、 と斯 く我 々 個人 とし て

質問 しn ら諸君 は ど う御答な さ る 、 我 々 の 持つ て 居 る七＋ パ ーセ ン ト と云 ふ もの が亜 米
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利 加 に甥 して メ ネ ース で ある な らば 、 彼 等 の 持 つ て 居 る十割 と云 ふ もの は我 々 に甥 して

更 に
一屠の 脅威で なければな らliQ、 我 々 が持 つ て 居 る 七割と云 ふ ものが亜 米利加 に 劉 し

て 脅威で あ る な らば彼 等の 持 つ て 居 る 百 ・
転 セ ン ト と云 ふ もの は よ う以上 の 脅 威 で あ

る c） 何故 に彼等が脅威無 し と言 へ る力丶 叉 先程 中 し懐 しブ2通 らに 我 々 が是 だげ の 國防を

しなければ な らVユの は 國 の 權利で あ る。 我 々 の ナ シ ． ナ ノレ ・ ライ 1一で あ つ て 、實際 に は 國

家 を認 め る以 上 國 の セ キ ．一 リテ ィ
ー

、 國 の 安全 か ら出 て 來 る 。 どう して も是 だ けは 自分で

決定 すべ きで 外 か ら決 定せ らる べ き問題 では な い と思 ひ ます。 是 は國 防上 の 問題で あつ

て 、 ど5 か 言ll君 も能 く御考 へ に なつ て載 きカ V ・と思 ひ 懐す 、 徒 に唯技術 の 事 だけ を考 へ

ま して き う して 、 根本の 問題 を沒却 して 居つ た人が膸分 あつ たや うで あ ）「2 す 、 ど うし

て も是 は根 本 の プ リ シ プ ？V として 我 々 の ナ シ ． ナ ノV テ ィ
ーと して 囲民 を認 め 、 國家 を認

め る 、 其立 揚 に 立 つ て 主張 して 行 か なけれ ば な らVtt とで あ る と思 ふ ので あ うます。

　 而 も此議讒 に 獨 して 亜 米利 加 の ネ ー ヴァ ノレ ・ エ キ ス パ ー ト又 は 多 くの 人 々 は 反 封論 を出

して 居 う寰す 、 其 反論は ど5 か と云 ふ と、 例 へ は 日本 の 海軍の 費用は 國の 登 體の イ ン カ

ム に 較べ て見 る と是 だけで あ る 。 然 らば 日本 は 是だけの 高い 金 を拂つ て居 る 、 叉 は俺の

所 は是 だ けの 富 を持 つ て 居 る 、 金 を持 つ て る、 ア マ ウ ン トが 違ふで は な い か 。 ど 乙 を掘

つ て も油が 出 る o 石炭 が 出 る 、 御前の 所 は何 も無 V ・

。
叉 俺の所 は 大 きな國で 、 御 前 2）所

は カ リ フ ォ
ノレ ニ ヤ や テ キ サ ス と同じ位 な小 きな もで は tz　V ・か 、 叉 俺 の 所 は太 卒 洋 に 面

し 、 大 西 洋 に面 して 、 海 岸は繭 方 に あ る 。 然 るに御前 の所は極 朿に偏在 して 居 る 小 きな

國 で は な い か 、 ヌ俺 の 所 の ゴ ース ト ラ 7d ン は 是 だ け あ る 、 御前 の 所 は是 だけ しか 無 い と

云 ふ 反論 を出 して 居 る 、 是 は皆樣御聞 きに なつ たで あ ゲませ 5 が 、

一般 の 人 に は入 b宜

い 議論で ある、 尾崎 きん の 軍備 制 限論の や うな も ので 、 俺の所 は何割 の 金 を軍事 に使 つ

て 居 る と云 ふや うな もので あ る 。 是 は床屋 さん や 入百 屋 さん に は 非常 に 分 b易 い 議論で

あ bます 。 併 なが ら斯の 如 き議論は根柢 を誤 つ て居 る議論で あ b懐す 、 fi　i は 存 在 しな

けれ ば な ら織 、 駁 之 が 日本 國民 と して 日本人で ある と云 ふ看板 を下 げ て 、 さ う して 易 ヒ

亜 米 手ll加 の 黒 人で あ る が如 く、 印度 人で あ る が如 く、 獪太入で あ るが如 く、 そ れ 等 と

同 じや 5 な境 遇 1こ「
まで 成下 が る氣な らば 國防 な どは ち論何 んで も宜 し うご9

’
v ・R すQ 少

くと竜 日本 の 國 を認め 、 日本 の 國力 を認 あ 、 日本入 と して の立 派 な る ナ シ 。ナ リ テ ィ
ー を

發 揮 して 進 んで行 か なければ 衣 らYRと云 ふ 場合に於 て我 it は どう し て も是 だけ の コ ス ト

を拂 は な けれ ば な ら諏 、 是 だけ の 金 は必 要だ と云 ふ其 ミ ニ マ ム と鼠 ぷ 竜の は決ま る譯で

あ うます 、 最 高度 は 限 うな V 丶 言換 へ れ ば、 具體 的 の 御話 をす る 既慮に 三 人 の 人 が あ
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る 、 此處 に十 人の 人 が ある
、 三 人 の 人 は僅 に一

日 に一
圓づ L の 金 しか 貰つ て居 ない が 、

此 三 入 が ど う して も三 人 の グ ノレ ープ と し て 三 入 の 國 を認め られ なけれ ば な らね な らば 、

例 へ ば A な らA と云 ふ 國 を認 め なけ れ ば な ら漁 な らば 、 其國 を二 入 が 自 らデ フ
ェ ン ス し

外 か ら來 る ア
． タ 。

ク に 對 し て 自 ら防禦 し得 らる べ き器 を持た なけれ ば な らyaO 叉 同時

に金持 の 百人 の 人 間 も大 きな 國家 として 認 め る な らば三 入 の ア
ッ

タ
。 ク ト に 劉 して 防禦

す る武 器 を持 た なけれ ばな ら漁 、 此場合 に は …人 頭 に對 して御互 に防禦 す る金 の 高 は ど

うか と云 ふ と百 人の 入が持 つ て 居 る 鯉は 一
入頭 に しで 安 い 金

・
で防禦 が 出來 る ので あ ゐま

す。

1
で あ るか ら、 其三 人の 人間が其國家 と して の s キ ジ ス ヲ ン ス を認 めず金が無 い か ら

廢 め て しま を う 、 叉 は 百人 ・．仲 間に 入 つ て 終 5 と言ふ な らば別で すが ど う して 竜三 人 と

して 國家 を保持 して 行 か なけ れ ば な ら臓 と云 ふ考 を持つ な らば 、 言換 へ れ ば ff本人 は 金

が無 v ・ が 、 小 さ い 國民 だ らうが 、 大 きな國民だ らうが 、 日本人 として の 日 本 の 國旗 を立

て 獄 けれ ば な ら澱 っ 叉 デ フ ェン ス を し て 自 ら幾存 しな けれ ば な ら臓 の で あ る か ら≡其 ミ ユ

マ ム と云 ふ もの は 嘗然決ま らなけれ ば な らSU、 是 は疑ふ餘地 が無 V ・
、 言換 へ れ ば金 の ど

の 位 の 高 が 、 何パ ー セ ン トが 使 はれ て 居 る か と云 ふ こ とは ミ ＝ マ ム に 就て 云 は る 可 き議

i論で あ る o 斯 う私 は信 じて 居 うま す 、 叉 領地 が多 v ・が 故 に大 き い 海軍 を持 ブ〜なけれ ば な

ら盟 と云 ＄ な らば 、 英吉 利 の全 體 の ド ミ ＝ オ ン は 亜米利加 に比較 して 數倍で あつ て 世 界

各 地 に散在 して 居 る 、 然 る に ヒ
；

一ズ の プ ロ ボ ーザ ノγ には 莫吉 利 と亜 米利加 ま同等だ 、

ド ミ ン オ ン を歌 ふ な らは 何故 に亜 米利加 は 英吉利 と同 じ海軍 を持 つ と云 ぷ 乙 と を言へ る

か 、 圭 張 する理 由が 無 い と言 は な けれ ば な ら滋 。 而 も日本 に 封 して 御 前 の 國は 是 だ けで

宜 い と圭 1長しなが ら、 我 e は百で な けれ ば な らvaと云 ふ こ と を圭 張 す る理 由 は無 い と考

へ ますo 又 櫪 米 利 加は コ ース ト ・ ラ イ ン が 多 い か ら是 だけ大 きな海軍 が 要る と云 ム や う

な事柄は ち よつ と素人 向に 分 ）t 宜 い 事柄 で あ ）
t　 tx すが 、

コ ース ト 。 ラ イ ン は 海 軍 とは 一

程度 迄 は 闘係 は あ るが 其 以上 の 關係 は無 い 言換 へ れ ば亜 米利加 の 太西 洋太罕洋全 體の コ

ース ト ・ ラ イ ン は 濠太利の 全 コ ー
メ ト ・ ラ イ ン よ ）

t 小 きい
、 言換 へ れ ば コ ース ；・・ ラ イ

ン で 行 けば濠 太利 の 海軍は 亜 米利撫 の 海軍 よ b大 きな海軍 を持 ブ〜なければ な らSR、 それ

であ る か ら御前の 國 は コ ース 1・・ ラ イ ン が 少 い か らノ1・ さ い 海軍で 宜 V ・と云 ふ議論 は成立

ちませ 盟 、 蠏 う云 ふや うに 根本 的 に所 謂 ミ ＝ マ ム ・ デ フ ヱ ン ス と云 ふ 確か な根據の ある

所 に立 て た議論で なけれ ば議論 として 成 立 定 な い 、

… ・・… 勿論政 治家 と して の議 論 は

逹 ひ 衰す 、 政 治家 と して 考 へ る ので はな しに 、 兎 に角 ネ ー
ゲ ァ ノ

tr ・ エ キ ス パ ー ト と して

は斯 うで な くて は な らSUと云 ふ風 に 自分 は深 く考へ た ので あ うます。
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　 と こ ろが 當時 、 日本 に 於 ける 輿論 は ど うで あつ た か 、 日本 か ら如 何な る輿論が 揚が つ

て 來 た か 、 少 くとも私は知 らなV 、 芝公 園に 於 て 上 泉中將が七割 が 六 割 に な つ た な らば

杢 權 を横濱に 上 陸 9 せ な い と言つ た と云 ふ報知が あつ た き bで 、
日本に は 日本 の 圭張 す

べ き點 をサ ボ ー トす る だ けの 輿論が起 つ て居 うま した か 、 是は疑 を挾まざ る を得 な V ・
、

我 らは 日本人 と し ℃殘念 に 思 ひ 激 しfe、 而 も巫 米 利槭 こ寒 て 居 る入 の 中 に は 物 事 を能 く

者 へ な い で 勝 手 な議論 を して 居プ〜入 もあ うます o 又 まあ亜 米利加 と日本 と戰 を しブ〜と こ

ろで 何 も儲か 列 ませ 澱 、 儲か らな い か ら六割貰 つ fzら澤 山だ、 五 割で も四 割で も宜 か ら

5 と云 ふや う なこ とを勝手 に 言つ て 居つ た 人 もあつ た 、 叉 當時亜 米利加 に來 て 居 つ た或

團の 中に は 亜 米利加 と親善 しや う 、 非常に 結構 で あ b ます 、 併 なが ら其 内 の 或 入 は 自分

も工 場 を持 つ て 居 る の で せ 5 、 どこ か 工 場 を三 つ 四 つ 見 て來 て 自分 の所 の 工 揚 と較べ て

自分 の 所 の 方が劣 つ て 居 る 。 それで 、 亞 米利 癩 と云 ふ所 は 非常 に恐 しい 所だ。 大 きなこ

とをや る もの だ 、 其位 だか ら日本 は 六割 竜頂戴 しfzらば 大變結構で あ らう、 と云 ふや う

な 人が あつ た そ うで す。 叉 極端 に 、 亜米利 加 の 貿易は 日本 の 總貿易の 七＋ 五 パ ーセ ン 1・

で あるo 是 は 非常 に 良v ・御得 意で あ る 、 と乙 うが戰 を して 比 律賓 ホ ノ ノv ノレ を取 b 、 カ リ

フ th　2レ ＝ ヤ を攻あ て 彼 處に 兵隊が 上 蓬 しだ 駈が割 に 創 よ澱 、 それ よ b も七十 五 バ ーセ ン

b の大 きな 御得意 を無 くして しまふ 方 が損で は な い か 、 斯 う云 ふ 風 な極 端 な李 和 論煮 毛

あ る 。

　 要 す る に 何 れ に於 て も此 問題 を出 して 竜根本 の 違 ひ は建造 申の艦船 を入 れ るか 入 れ な

V か 是が 勢力 の 問題 に大 分 エ フ ェ ク トが あ る 、 併なが ら兩 國 ネ ーバ ル ヱ キ ス パ ー トの 圭

張 は 崟 然此 點 に於 て
一
致 しなVO の で あるか ら、 其 以上 は國 の 一般の 政 策 、

一
般 の 外 交政

策 と成 る の で あ bますo

　要 す る ltネ ーヴ
．

ノV 。 コ ン ミ
ッ テ ィ

ー
と云 ふ 竜の は 、 御互に 立 揚が遶ふ か ら話 が纒ま

る筈 は ない
、 と云 ふ の で 十 五 人委員會 と云 メ滝 の が出來 ま したo 其當時は 佛蘭西 と伊太

利 が 入 つ て 參 うま しブ〜Q 其 結 果五 入の 全 槽 に ネ ーヴ
ァ

／ン 。 エ キ ス パ ー トが 一入 、 ア ッ
シ

ス タ ン トが
一

人 、 三 人づ 丶五 箇 國で 十 五 入 、 それで コ ム ミ
。 テ ィ

ー
が 出來 た 、 其後 此 問

題 は 十五 人 の 委員會に 依 つ て討論す る 乙 とに 移つ て 來 た の であ 釦ます。

　亮づ それ を御話 す る 前 に當時 起 うま しプ〜太 李洋 の 防備 問題 を極 々 簡 單 に御 話 して 置か

な ければ な らIRo

　其 當時問題に なつ て 來 て 居 b懐 しブZの は先程 申上 げ尢通 うに太 卒洋 、 太 李洋 は 其名 の

如 く果 して 太李で あ るか 、 亜 米利加人 が パ シ フ
ィ

ク は夲和 の Cradle で あ るか 、
Cockp：t
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

L塾 造 艦 協 會 會 報 　 第 參 拾 壼 號

で あるか 、 と云 ふ て居 ）
t ま すo 御覽の 如 く亜 米利加 は太卒洋 の 眞 中に布哇 ア イ ラ ン ド を

持 つ て 居 ゲます 、 少 し行 つ て ミ 。 ドウ ＝一 ・ ア イ ラ ン ドを持つ て 居 b綾す。 それ か ら少

し先 に行 つ て グ ア へ それか らヤ ツ プ
、 それ か ら比 律賓 、 斯 5云 ふ風 に布哇 か ら之 に 掛

けて ず つ と線 を 引 v ・ た や う に 島嶼 を持 つ て 居 ウま す 、 そ L で 此 島嶼 は若 し此 島嶼 の 總 て

に於 て 非常 に 多 くの 金 を費 して 防備 を した な らば 、 日本は丁 度袋 の 中の 鼠 、
ト ロ ー ラ ー

に掛 つ プ〜魚 の や 5 に なつ て し ・まふ ので あ bます 、 そ こで 我 1 は グ ア ム とか比 律 賓とか 云

ふ 日本 の鼻 の 先 に 持 つ て 行 つ て ビ ス ト ノレ の や うな もの を突付け られ て 、 ど うだ御 前 は喧

嘩 するか しない か 、 御前は イ ール ドする か しな tO か と去 ふ や うに威か きれ て居 る と同 じ

乙 と、 そ 乙で 太李洋 上 に在 る色 々 の 島嶼 に於け る 各國 の 勢 力範圍 を見 ま す と 、
こ んが ら

か っ て 居 bま して 、 丁 度戰璽 前の 巴爾幹宇 島に 於 け る各 國の 状況 と同 じや うな風 に殆 ど

各 國 の 勢 力が コ ム ・ “ n ン して 居 る 。 そ こで 霜 ノ ノレ ノγ に 防備 を した 所で 、 非常 に オ ープ ソ

s ペ ース で あっ て 、
フ

ォ ノV テ ィ
フ

ィ ケ 冖 シ
．

ン に は迚 もな らな い
、 そこ で 布哇が亞 米利

加 の フ シ
ー

ス 1・・ ラ イ ン の デ ィ フ ． ン ス と言つ た所で 、 大 して 我 國 に脅威 を感 じな い o

併 なが らグ ア ム とか 比 律賓 とか 云 ふ 所 に防備 され 尢 日 に は グ ア ム は 横濱 まで千三 百 二 十

浬 、 比 律賓 は千七百 六 十 一浬 、 斯 う云 ふや うな駈 に 防備 をきれ た な らば小 笠原や奄美大

島は 問題に な らな い
。 此 防備 を現 状 に 止 め さす こ とは 日本 に 封 す る メ ネ nyス が 非常 に減

つ て 來 る の で あ うま すo 其結 果太李 洋 の 防備 問題 と云 ふ もの に付 て 皆 さん 御氣が 付 い て

居 る か知れ ませ 盟 が 、 比 律 賓の防 備一 フ
ォ

ノV テ ィ
フ

ィ
ケ ー シ

．
ン と云 ふ もの は 、 日本

に 獨 す る脅威ばか 」t で な く、 英吉利 の 香港 、 新嘉坡 に劉 して 寧 ろ非常 な メ ネ ース を成 し

て 居 る こ と は 明かで あ る 、 それ で あ る か ら比 律 賓の 防備 が 無 くな る と云 ふ 乙 とは 太4src

を貧際 lt太準 洋 に して行 け る L， 英 吉利 に して も叉 日本 に して も き う云 ふ 考 に違 な 1へ さ

5 云 ふや うな色 々 な點か らしま して 皆 さん の 御 承知 の や うに 太軍洋上 の 防備 問題 と云 ふ

もの が 鍠 う凌 し泥 、 其結 采 、 亜利米 加は 乙 れ か ら乙 ち らは防備 をや ら盟 、 其 代 b 日本 は

小笠原 や 奄美大 島に は 防備をや らyユ、 斯 う曩 ふ風な こ とに なつ た ろで あ ba す 、 是 は 防

備 問題 で 私 の 専門 外で あ る か ら詳 し く申上 げ る こ とは避 けブam と思 ひ ま す。

　 それ か ら先 程 申上 げま し尢 陸奧の 問題 、 陸奧が既成艦か 未成艦 か と云 ふ大 問題が 起 き

て 來 て居 うます 、 ち よつ と極 く簡單に此事柄 を御話 して 置 きた い と思 ひ ま す 、

一體 船が 完
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N

成 した か しな to か と蛩 ふ こ とは ど う して 分か るか 此船 は 完成 して 居 る 、 あの 舷 は完成 し

て 居 な い と云 ム コ ム プ リ ー ト 、 イ ン コ ム プ リ ー トに獨 して デ フ
ィ

e シ ．
ン が あ うま すか

あ う衰 せ 粗 、 又 日本 の 艦船逓修規則に 於 き
’
まして 竜 、 船の 完成 と云 ふ 乙 とに 對 して 何等
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

造 船 協 會 會 報 　 第 參 拾 膏 號 坐 」

明 文 に規定 し尢 もの は あ うませ sa 、 叉 亞 米利加 の 色 々 な ネ ー
ゲ ァ

ノV ・ レ ギ ュ

ー シ
。

ン を

調 べ て見 て も船 の 完成 と云 メ・ Z とは ど5 なつ プZ ら船が完成 しプ2、 どうなつ ブ〜ら未 完成だ

と云 ふ 乙 とは歌 つ て 居 ら》馬 併 なが ら亞 米利 加 の 規 粥に 依 ）t2 す と、 船 の完成未 完成は

別 問題 と して 、 船 が コ ン ミ
ッ

シ
ョ

ン した も ので あ るか 、
ノ ン コ ン ミ

ッ
シ

ョ
ン で あ る か

即艦 が就 役 しカ もの で あ る や 否 や と云 ふ こ とに 對 して は艦船が 全體 の 定 員 を持 つ て 居 る

揚 含に は コ ン ミ 。 シ ． ン した 船 、 杢軆 の 定 員 を持 つ て 居な V 船 は ノ ン コ ン ミ
ッ

“／ 　 rt ン の

船 、 言換 へ れ ば ノ
ン コ ン ミ

。
シ

．
ン の 船は全體 の 定 員 を持 つ て 居 うませa 、 是 は 亜 米利

加 の ネ ーヴ
ァ

ノV ・ レ ギ 1
レ ー シ H ン に ちや ん と書 い て あ b・

ます 、 それ か ら竜う一
つ は コ

ン ミ ッ シ
。

ン しだ と云 ぷ の は ト ラ イ ヤ ノレ ー
熱 の 蓮轉 に 非常に 關係 を持 つ て居 る 、 是 は亜

米 利 i脳 こ於 きま して は 二 つ の 方 法 に依 つ て 船 の 運轉 を決め る 、 其 一 つ は ブ レ リ ミ ナ P

− ° ア ク セ
ッ

プ タ ン ス ・ ト ラ イ ヤ ノレ （Pre1｛minary 　aceepttmc コ trial）と稱 して 居 り
・
ますo も

う一
つ は フ

ァ イ ナ ノ
v ・ ア ク セ ツ プ タ ン ス ・ ト ラ イ ヤ ノレ （Final　acceplance 七ri：LI） と名 を付

て居 ゼます 。
プ vy ミ ナ ソ ー ・ ア ク セ ツ プ タ ン ス ・ト ラ イ ヤ ノレ と云 ふ もの は 造船所 等が

般 の 建造 を引受 けま しブ〜時 に此船が 契約 の ス ピ ー ドが 出るか ど 5 か と云 ふ 試驗 に 過 ぎ け

rs　Vb 。 日本 で 言へ ば全 速公 試だけ や る の で あ b　rkして き う して 、 契約 の ス ピ ー ドが 出た

ら コ ン ミ
。

シ 。 ン しブe 乙 とに な る 、 言換 へ れ ば デ ー ト ・ オ ブ ・ ト ラ イ ヤ ノレ と云 ム 竜の と

デ ー ト ・ オ ブ ・ コ ン ミ
ッ

シ
。

ン と云 ふ もの が 同 じに なつ て居 る Q さ う云 ふ 乙 とが 先例 に

なつ て居 る Q と こ ろで フ
ァ イ ナ 7V ・ ア ク セ ツ プ タ ン X 。 1”ラ 1 ヤ ル と去 ふ もの は どうな

つ て 居 るか と云 メ、と 、 日本で 言ふ プ ロ グ V
。 シ

ー
プ ・ 1・ラ 1 ヤ ル で 、 色 々 な速力で 走 つ

て 計 つ て 行 くの が フ
ァ

イ ナ ノン ・ ア ク セ ツ ブ タ ン ス ・ ト ラ イ ヤ ノレ
、 此 フ

ァ
イ ナ ノレ ・ア ク セ ツ

プ タ ン ス ・ ト ラ イ ヤ ノv は般が コ ン ミ 。
tn ン して 六 箇月 經 つ て艦 員 の手 に 依 つ て 行 ふ 、

斯 う云 ふ 乙 とに 象 つ て居 る 、 と 乙 うが果 して 然 らば陸奥 は どうか と云 ふ と陸奧は 十 月 の

＋ 五 日に 日本の プ ロ グ V
。

シ ープ ・ ト ラ イ ヤ 〃 が濟ん で居 る 、 言換 へ れ ば亞 米利 加の フ
ァ

イ ナ ノレ ・ ア ク セ
。 タ ン ス ・ 1・ラ イ ヤ ノン は濟 んで 居 る 。 定 員 は總て 乘つ て 居 る 、 それ な ら

ば 何が イ ン コ ム ブ リ ー トで あ る か 、 鐡 砲 の 公試が 濟まな い
、 少 しばか b どこ か コ ン  

ニ ケ ー
シ ョン が 足．t

） ig　v ，

、 と乙 うが それ な らば亜 米利 加 の フ
ァ イ ナ ノレ ・ ア ク セ ツ プ タ ン ス ・

ト ラ イ ヤ ノ
γ は どうか と云 ふ と 、 鐵 砲の 公 試發射 は 艦員がや る、 日本 は造 毅官が 立 會 つ て

造兵 官がや る 、 水 雷發射 も同 じで ある 。 それか ら言 つ た ら陸奧が未 成艦 と云 ふ 乙 とは ど

L で 言 へ るかo 其 當峙 メ リ ーラ ン ドが御承知の 如 くデ フ
ユ ク f イ

ーブ の 船で あつ て 、 是

が 六 箇月 經 た な V 内に フ
ァ イ ナ ノレ ・ ア ク セ ツ プ タ ン ス 。 ト ラ イ ヤ ノレ をや らうと云 A 腹 で あ
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つ た と云 ふ こ とは公 文 に も出 て 居 なv ・が 、 新聞雜誌 其他 に 微 して 明かで あ b ます 。 と乙

うが ア ー マ チ a ア を毀 しま した 力丶 電 氣推進機械 を毀 しま しブ〜力丶 非常 な大 修理 をや ら

な くて は な ら滋 と云 ふ兎 に 角デ フ
ェ ク ト が あつ ブこ らしい 、 と乙 うが丁度我 を が 陸奥 は既

成艦 で あ る と考 へ て 居つ た時 分に ボ ス ト ン の ド ツ ク ヤ
ー

ド に入 つ て 居 うま した o そ 乙 で

メ リ ーラ ン ドは フ 。 n ナ ノV ・ ア ク セ
。

プ タ ン ス 。 ト ラ 1 ヤ ノ
シ に 、 日本 で 」

’
へ ば全 力 公

試 運轉 に失敗 を して ド ッ ク ヤ ー ドに入 つ fa　nt、 言換 へ れ ば陛奥が未 成艦で あ る な らば メ

リ ー ラ ン ド 竜未成艦 で なければ な らlm　V ・
， なぜ 夊れ ば フ

． イ ナ ノV 　e ア ク セ ッ シタ ン ス ・ ト

ラ イ ヤ ノレ が濟 ん で 居 らな V 丶 完成 して 居な V ・
、 爺 も ドク ヤ ー ドに 修理 に入 つ 力 船 、 斯 う云

ふ事 か ら陸奥が未成艦 で あ るな らば メ リ ーラ ン ド も未 威艦 でな けれ ばな らな い
、 隧 つ て

此 問題 を論ず る に 當 う陸奥 は 篏成艦 で あ る と宏 ふ こ と を圭 張 して も亜 米利 脚 よ
一

言 も言

ふ 所 は あ うませ》気 それ で ある か ら要 す る に 陸奧 は既成艦 未 成艦 と云 ふ こ と は兎 に 角陸

奧 を入 れ る な らは 俺の 所の 斯 う云 ふ もの を入 れ て 呉れ 、 斯 う云 ふ 乙 とに なつ fe、 9 うすれ

ば 要す る に初の 色 々 な プ リ ン シ ブ 7V と云 ふ もの は 破れ て しま ふか ら、叉 プ リ ン シ プ ノレ を

作 らな けれ ば な らga、 と Z うが 先程 竜御話 しま しだ が 、 今 造 つ て 居 る船 を勢 力 の内に 入

れ ます と 、 是か ら十 年經 つ て レ プ レ ース す る 時に は 、 其船 が コ ム プ リ ー ト す る と三 箇月
　　 　　　　 　　　　 　　 の

經 つ て か ら壊 さ な くて は な ら膿 、 其歌態 に 於て は 船が二 隻 あ る こ とに な る 、 言換 へ れ ば

出來上 つ プ〜船が 一つ あ b2 す と、 前 の 船 は y プ レ ース し力 船 が コ ム プ リ ー ト して か ら壊

す ので あ うますか ら、 其 時 に は 勢力が二 隻 に な る 、 ア ン ダ ー 。 コ ン ス ト ラ ク シ n ン の も

の を勘定 に入 れ る とさ うな る 、 是 だ けは 前 に 申上 げませ 臓で した が 、 それ は 別 間題 と し

て 要 する に 建 造中の 艦造 を ス ク ラ ツ プ しな VOで 其 内何 か生 か さ 5 、 叉 英吉利 も a ＝一フ

ー
ド型 を二 隻 入 れ だ V丶 斯 う云 ふ 考 を持 つ て居 つ ft、 此 問題 の可 否 其他 に關 して は討論

に 入 b2 すか らこ こで は 申上 げた くな V と思 ひ ます 。

　 そこ で 斯の 如 くし2 して 亜 米利加 と英吉利 と日本 との tZ シ オ と云 ふ もの は決 ま つ た o

兎 に 角斯 う云 ふ風 な朕況 で キ
ャ

ピ タ ノレ ・ シ ツ プ だけが 決まつ た の で あ らま すo

　其 次 に 出 て 來 る 問題 は潜 水艦 の 問題 、 而 もキ ャ
ビ タ ノレ ・ シ ツ プ に對 して は 佛蘭西及 び

伊 太利 の キ ャ ビ タ ノレ ・ シ
。

プ の 問題が 何 等決ま つ て 居 らな か つ た。 それ は 佛蘭西伊 太 利

は 其 以後海軍 問 遡に 入 つ て 來 た 、 それ まで は聽衆 と して 傍聽 を して 居つ プ〜に 過 ぎなか つ

た の で あ b2 す。 そ 乙 で 佛蘭西 に 對 して 御 前 の所 は 十七萬五 千 噸で 宜 か らう 、 言換 へ れ

ば英米 は 五 ＋ 萬噸 、 日本 は 三 ＋萬噸 、 それ か ら佛蘭　　＋七萬五 千噸 、 是 で宜 い で は な

い か と云 ふ話 に なつ て 來 ま し舟 時 に 、 佛蘭西 の 方 は斯 う云 ふ圭 張 を した 、 現在持つ て 居
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る海軍 の 勢力 に 依 つ て 其 國の 勢力比 を決定 しや 5 と云 ふ こ とは 佛蘭西 に 取 つ て は 甚だ迷

惑 至極 の 話 で ある 。 なぜ な らば佛蘭亜 は戰 爭 の 始
『
まつ 左當時 か ら現在まで賓 際船 を造 つ

て 居 らなか つ たo 言換 へ れ ば 匕 x
一ズ の 言ぶ ネ ーゲ 。 ノV ・ ホ リ デ ーを佛薩濺 は七 年前 か

らや つ て 居 る 、 佛蘭西 は御前逮 の や る前 か らネ ーヴ ァ
ノV 。 ホ リデ

ー
をや つ て 居 るの で今

持 つ て 居る 船は 少 い が 、 それ をや らず に ず つ と績 け て來 ブ〜な らば三 ＋ 萬噸 持 つ て 居 らな

け れ ば な らな い 、 戦爭 の獣 況で 斯 う云 ．ζ風 に 陸軍 に 全 力 を注が な けれ ば な らなか つ カ 。

それ で其上 に ネ ー ヴ
ァ

ノレ 。 ホ リ デ ーをや れ と云 ぷ こ とは佛蘭西 に對 して は 二 重 の 諜税 を

す る と同 じ こ とだ 、 斯 5 云 ふ 土張 を しブ〜、是 も相當 の 理 由の あ る議論 と思 ひ ます 。 それ

で あ る か ら俺 の 所 は十 七 萬五 千噸 に す る の は迷 惑至 極 な話で あ る 、 是は 承 知 す る こ とは

出來 ない
、 そ 乙で首相 の ブ y ア ン が歸 う衰 して

、 英吉利 に駐在 して ；i勃 ま す亜 米利 加大

使 の ハ ーヴ エ ーに 會 ひ ま して 、 ブ リア ン が 佛蘭西は 十 七 萬五 千噸 を引受け る と 云 ふ L

とを ノ ・一ヴ エ ーに 話 し 霞 と 云 ふ電 信が亞 米利 加 の 國務省 に來 プ〜、 と こ ろが 是 は ブ リア

ン ー
個 の 考で あつ て 、 佛 薦酉 の 政府 の 主 張で はな い 。 佛蘭西政 府 の 考で は 佛蘭 哲 は＋ 七

萬 五 千噸 を引受け るが 、潜水艦 は英米 と同 じ もの を主 張 す る 。 斯 う云 ふ 乙 と に な つ て來
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

カ 、 き う して 、 ネr ヴ ァ ル ・ ホ y デ ーは西 蘭西 は實際 餘程 前 か らや つ て居 るか ら 、 佛蘭

西 に は千 九 百 二 十七 年か ら船 を造 らして 臭 れ 、 斯 5 云 ふ提案 を出して 居 る 、 と こ ろ が英

吉利 は當時 潜水 艦全 廢論 を出 して 居 うます 、 奘理 由 とす る所 は 約五 箇 條程 ご ざ い ま し

ブa、 是 も皆 さん の御承知 の 乙 とで あ る と思 ひ ますが 、 現 在各國が持 つ て 居 る潜水 艦 の 順

數は 、 亜 米利 加が八 萬三 千五 百噸 、 英 占利 が八萬 五 百噸 、 日本が三 萬二 千二 百噸 、 佛蘭

西 が二 萬入 千三 百六 十噸 、 伊太利 が
一

萬入 千二 百 五 ＋ 噸 、 斯 5 云 ふ もの で あ る か ら、

ヒ ューズ の 案 の 如 く、 英米 が九萬噸 、 日本が五 萬四 千噸 、 勘 う云 ふ こ とで は 潜 水艦 嬪張

に な る だ らう、 是 は面 白 くな い 、 叉 潜 水艦 は 弱 國 の 防禦 の武 器 だ 、 沿 岸各地 に 入 用な

竜 ので あ る 。 斯 う言 ぷ けれ ども自分 の方 の 専門的の見 地 か ら言 へ ば 潜水 艦 と 云 ふ も の

は 今度 の 大戰の 經驗 か ら言 へ ば全然 き う云 ふ考 は誤つ て 居 る 、 斯 う云 ふ こ と を主 張 し

n 、 是 は英 吉利 の 意 見で あ bま す 、 假 に潜 水艦 が 防禦 的 に 必 要 な 竜の で あ る とす る な ら

ば 世界各地 に デ ィ
ス ト リ e

’
　一． − 1・し て居 る 、 澤 山 の ド ミ ニ オ ン を持 っ て 居 る英 吉利 は各

國 よ りも何＋ 倍 と云 ふ餘程 澤山の 潜水 艦 を持た な くて は な らsaで は ない か 、 要す る に 潜

水 艦 と云 ふ もの は 戰 鬪部 隊で なV 商般其 他を攻 撃す る 、 人 道上 許すべ か らざ る武 墅で あ

る 。 是 は ど うして も飛 行機や なに か と違 ふ 。 9 う云 ふ や うな謬で あ るか ら英吉利 は 潜水

艦 を全 廢 して 貰 ひ π い o さ 5 云 ふ の が英 吉利 の 圭 張で ある。 と乙 うが 佛蘭西 の言ふ 所は
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潜水 艦 ど 蔀 もの は弱 者 の 自助 の武暑r・で あ る。 大 艦 は強者 の オ フ ・ン シ ゥ
“ O 武 器 で あ

る 、 潜 水 艦 で以 て 弱 者 が オ フ ．
ン シ D・・itこ は 出て 行 け ない 。 是 は 一面の眞理で あ る と思 ひ

ま す 、 言 換へ れば他 の 國 は キ
ャ

ピ タ ル ・ シ ッ プ 1・云 ふ オ フ ヱ ン シ ヴ の 武 器 を持 つ て 、 居

つ て 、 佛蘭西 だけ十 七萬噸 、 極 く僅 か の オ フ ． ン シ ヴ しか無 v で は な い か 、 何か外 に武器

が無 けれ ば な らva 、 潜 水艦 が 無 けれ ばや つ て 行 け な い で は な い か 、 要 す る に 潜 水 艦 を使

用す る と云 ふ 乙 とは封鎖 、

一 ブ ・
。 ケ

ー ドと同 じ乙 とだ 、 又 軍港が プ ロ
ッ ケ ー IS　“れ

・k 時 に は 其 ブ ・
。 ケ ー ドを破 るべ きVtl一の武器 は潜 水艦 よ ら外 な い

・ 是 は 戰時 中立派 に

證 明 され
’
〔居 うます 、 併 なが ら英 吉利 の 圭張 す る に は 、 然 らば何故 に 御前 の 國 と俺の 國

と同 じ もの を持 だ な けれ ば な らない 力丶 御前 の國 は俺 の 國 を壓 泡す る積だ らう。 俺の 所

は 商船が澤山あ る 、 御前 の 駈 は 少 い で は ない か 、 それ な らば現 在の 御前 の 國 は フ
’

ロ バ ブ

ノ
ン エ ネ ミ

ーは獨 逸 よ う外 は無 い o
一番初に ブ リ ア ン が 言つ た如 く、 今後に 於 け る 御 鷸の

ず ッ
rk
”
　一一ズ 1・　 9 エ ネ ミ ー は 獨逸で な けれ ば な ら訟 、 獨逸 に對 して 潜水艦 を支 持 す る こ とは

必 要で ない と云 ふ こ とを圭 張 しfz、 併 なが ら佛蘭 西 の 言メ・ に は俺の 朋が是 だけ支持 す る

の が不都 合な らば、御前 の 國が 是 だけ の キ ャ
ピ タ ノV ・ シ ツ プ を持 つ の は不都 合で は ig　V ・

か 、 先 程私が 言つ た の と同 じ理 窟で あ うます、 俺の所 が七割持 つ 乙 とが悪 い な らば御 前

の 所 が十 割持つ の も多 い で は な v ・か と 云 ふの と同 じ・乙 とであ b2 す 、 要 す斎に 潜 水 艦

は此五 箇 國だ けが協定 しn 所で 他 の 國が 澤 山造 ら 5 と思 へ ば造れ る か ら何 に も な ら な

い 。 他 の 國が 澤 山造 つ た 時 に英吉利 は御前の 國ば 逍 つ て は な ら臓 と言 つ て 防止 す る 乙 と

が 出來 る か 、 是 は各 國 の イ ン テ グ リテ ィ
ーに 係か る 問題で あ る○ それ だか ら潜 水 艦 は單

に 五 箇國 だけが協定 しプ〜所で何 に もな らvaで は ない か 、 だか ら此 問題 と云 ふ もの は要 す

る に五 箇 國以上 の 國が集 まつ て 協定 しな ければ な ら盟 、 と云 ふ の で 到頭 潜水艦 問題 と云

ふ 竜の は流れ て し衰 つ teo さ 5 して 之 を無意昧 に 流 して し綾つ て は な らない と云 ふ ので

流 し衰 した 後に ノ
レ ー ト の 修正 案が 出 て 來 ま した 、 ノレ ー トは其 賞時兎 に 角潜水艦が オ フ ェ

シ ン ヴ に有用 な武 器であ る か 、 叉 デ フ
．

ン シ ゲ に 有用 な武器 で あるか と函ふ こ とは 別 問

題 と して 、 潜 水 艦が 丁 度歐 洲大戰 に於 て 行 つ た 如 き非人道 に使 はれ る の は無謀 な話 だ 、

き う云 ふ 考 を以 て や られ だ 日に は 堪 裟 らない と云 ふ や うな考で以 て
、 無 防禦 の 船 を ア 。

タ ク ト する 、 或 は 警告 な しに ア 。 タ ク トす るの は海献 の 行爲 と認 め靆分 す とo それ だけ

各 國一致 して 決ま つ プ〜が 有名 な ノレ ー ト の修 正案 、 それ だけ しか潜 水 艦 の こ とは 決ま らな

か つ プ1の で あ ）t2 す o

　 それ で先程 串 しま しn ト ン ネ ージ と云 ふ 乙 とを色 々歌つ て 居 うま した か 、 要 す る に ト
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ン ネ ージ と云 ふ もの は或 川 一ル を作 らな けれ ば な らSUと云 ふ の で 、 話 が あ とに戻 b’
ます

が 、 1・ン ネ ー ジ ・ コ ム ミ
ッ テ ィ

ーと云 ふ特別委 員會が 串來捜 して 、
ト ン ネ ージ の デ フ

ィ

： シ ．ン を決 め た い と云 ふ の で 、 是 は特に造船家 と しま して 私 共 の デ a
一テ 广 で あ ba し

て 、 是 竜色 々研究 を して見 まし湘 、 御承知の ア ド ミ ラ ノレ ・ タ ーラ ーが 亞 米利 加 か らは 此 コ

ム ミ ッ テ ィ
ーに 出て 來 裳す し、 英吉利か らは造舶中佐で あ bま すが 、 大 使館の 事務官 を兼

務 てや つ て 居 bます ス タ ン タ ン と云 ふ人が參 うま しfe、 それ か ら佛 藺西 及 Pt’ge太利 及 日

本か らも相當な人 が 出 て 來 ま した 、 此 ト ン ネ ージ ・コ ム ミ
ッ テ テ

ーで 相當 な 1・ン ネ ー
ジ を決

め なければ な らvaと云 ふ問題が起 つ て 來 たの で あ う壊す 、 そ 乙で ト ン ネ ージ を決 め る に

どう云 ふ こ とを考 へ なければな らyaと云 ふ と 、 日本は石炭石 油其他 の 燃料が 非常 に 悪 い

國 で、特 に 油 の 如 きは碌 々 出な い
、 亜 米利 加の 其當時 圭張 して 居つ だ の は 、亞 米利 加 は從

來 計畫i排 水 量 total　conSum ／ible ・naterials の 三 分 の 二 を取 b計畫 を して 居 るか ら、 船 の 1・ン

ネ ー ジ と云 ふ もの に は コ ン シ ュー マ ブ ノVe マ テ ィ
ー リヤ ノレ を何 々 パ ーセ ン ト艦 型 に應 じて

取 るべ しと君ひ ま し尢 即 、 さ う云 ふ或 パ ーセ ン テ　 一一シ を何 々 加 へ だ 竜の を以て 各 國 の ト

ン ネ ージ とす る 乏 に 決め や 5 で は な い か と言 ひ 2 し尢 が 、 とこ ろが 之 に は魂膽 が あ る 、 亜

米利 加の 三 萬五 千 噸 と云 つ ℃船の ず イ ズ を制 限 しカ の は 巴奈馬運 河 の 逋船制 限か ら禺 て

來 た 事 と 自分 は 信 じます 。 三 萬五 千噸 以上 の舶 は 逋 る 事 は樂 で な Vo 現 1’g 　＝ 　．．　’メ キ シ コ

が 巴奈馬を遞 る時 に きへ 非常に 園難 を感 じた の て あ bま す 、 さ う云 ふ や うな所 か ら三 萬

五 千 噸 を歌 つ て 居 る 、 な か なか之 に は 曰 く因縁 が あ る。 と乙 うが 日本 の 験況 と して は三

萬五 千噸 に 限 られ て は何 に もな らvaと云 ふ所 か ら、
フ ニ

ーエ ノ
V 其 他 は除 い て しま つ た 方 が

宜 い
、 言換 へ れ ば我 々 の 圭 張 す る所 は コ ン シ ューマ ブ ノV ・ マ テ ィ

ー リ ヤ ノV は すっ か う拔 き

に して しまム 、 船 の 本 統 の 塁量 即 ち船體 、 兵 装 、 防禦 の總 重 量 言換 れ ば integral　p・ltt 是

だ け を以て ト ン ネ
ー

ジ とす る 、 是 だけで決あや う 、 それ で も我 國 は損 を す る 、 なぜ な ら

惡 い 石炭 を焚 V ・ て 歩 る か な ければ な ら諏 、 それ 丈 けで も船體重 量 に一番初あ か ら ハ ン デ

ィ キ ャ ツ プ が あ る眉炭 は ど うに も斯 うに もな らぬ 、 是 だけ は 仕方 が無 い か ら、 其 上 に持 つ

て 行 つ て 石炭 と油 との 數量 の 差及 び航 續距離 の 損失は避 けた
’
へ さ うし て ト ン ネ ージ を

決 めや う 、 當時英吉利 の 主張 して 居つ たの は 9 うで な い
、 英吉利は三 萬五千噸 に 限 られ

る の は嫌や だ 、 所謂亜 米利加の 言ふ如 き三 萬五 千噸 は何 に もな らない
、 どうか し て 四 萬

噸 近 V ・船 を造 ムた V ・ と云 ふ ので 英吉利 は 圭張 して 居 bま す、 叉 伊 太利 は 日本 と同 じや う

な状況で 燃料 に 勤 して 不 自由が あ bま した 、 そ こで伊 太利及 び 英吉利 は我 々 の 考 へ て 居

る 乙 と と同 じや うな圭 張 をしま しカ 、 其 ts果 　1・ン ネ ージ と云 ふ もの は彈 丸 と糧食は 一 バ
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イ 積む が凡 て フ 。一
エ ル 及 び フ ヒ

ー ド ・ ウ オ ータ ー
、 其他 は杢 然拔 きに して し綾ふ 、 之

を稱 して ス タ ン ダ ー IS 。 ト ン ネ
ー ジ と名 付けま しブe 、 之 に獨 して は亜 米利加 は 頑張 に 反

讚 し 衰 した。 S 一ラ ーの 如 きは最後まで頑 強 に反 對 しま しブt、 要 す るに是 は ト ン ネ ー ジ

の ノソ ー
ノ
V と云 ふ もの を作 る の で 、 物 の決め 方で 、 メ ー ト ノレ に す るか 、 吋 に す るか 、 どつ

ちが宜 い か と云 ふ や うな 聞 題で あ る 、 之 を五箇 國 の 内四 箇殿が宜 V と去 へ ば
一

國 だけ頑

張 る必要 は な い
。 是 は ポ リ シ ーの 問 題で は ig　V ・　，） ？y

一
ノレ の 問 題で あ る 、 斯 5 云 ふ見 地 か

ら到 頑亜米利 加 は此 閻題 に 對 して は全然 イ ー
ノμ ド した ので あ うま す、 それで 三 萬 五 千噸

と云 ふ の は 名ば か ）「で 、 骨抜 きに して 、 實 際は もつ と大 さな船 に す る と云 ふ 乙 とに な b

ま しカ 、是 は 日本 に取 つ て は非常 に 利盆 の ある こ とと自分は深 く信 じて Me　bま す。

　 それ で 段 々 長 くな ら
1
ますか ら切 詰め ま すが 、 次 き來 るの は航 室 母繿 エ イ v 一プ レ ー ン

・ キ ャ リ ーヤ ーの 問 題で あ bま す 、 是 は御承 知の ra　b大 戰 後 初め て 現 れ て來 た もの で あ b
鹽
ます 、 今後 杭蹇母艦 の 效果 は非常に 多 い 、 而 も H 本 の 如 く家屋其 飽が木 造で 、 且 又 都 魯

が 多 く海 岸に存在 して 居 る 、 斯 う云 ふ 國 の デ フ ェン ス を造 る の lt其 タ ウ ン ・ タ ウ ン に 持 つ

て 行 つ て 航 室機 の デ フ ヱ ン ス を造 る の に は 非常 に金が 掛 か る 、 どう して も斯 う云 ふ 國 に於

て は航塞 母 艦 を持た な けれ ば な・5ya． デ フ ＝ ン ス と云 ふ こ とに 對 して 移動航 室防禦物 と

云 ふ もの を持 た なけれ ばな らなtへ 伊 太 利の 都市 の 多 く竜伊太利の 海岸に 置 か れ て あ

る o 然 る に 亜米利 加 の 海岸 は 逹 ひ ます 、 御承知 の 通 ら桑 港 とサ ン ヂ ゴ ー
、 それ か らメ ア

ー ・ ア イ ラ ン ド の 近所 、 太罕 洋に は 極 く僅か しか ご ざい ませ 組 、 それ を越 え て太 西 洋 の

海 岸に 行 けば澤 山あ 参ますが 、 内地 に至 っ て は全 然趣 を異 に しveる 歌況で あ bま す 、 そ

Z で 日 本 で は航筌母 艦 と云 ふ もの は 少 い 數 では デ フ ェ ン ス す る こ とが 出京 な い 、 叉 デ

フ ェ
ン ス す るに は どう して 竜航室母 艦 と云 ふ もの は 亜米利 加が言ふ が如 き少 い ア マ ウ ン

ト で 1＊tr， け な い 、 さ うす る と亜米利 加は 、 そん な 乙 と を言 つ て 日本 は 非常に 澤 山の飛行

機 を飛 ば して 來 て カ リ フ
ォ

ノV ニ ア に爆 彈 を落 すの だ らう 、 さ うして カ リ フ ォ ノV ＝ ア あ泥

b を占領 するの だ ら う と云 ふ や う な Z とを 言つ プa者 もあ う懐すが 、 さ うで は無 い で 航室

舞 艦 と云 メ、も の は實際都市 が海岸 に存在 して 居 るや う な其國 の朕況 に依つ て 決め る べ き

竜ので あ るか ら、 キ ャ
ビ タ ノV ・ シ ツ プ の V シ オ を以 て 決 め るべ き もの で なV と云 ふ 乙 とは

朋 かで あ らう と思 ひ 綾 す、 併 なが ら此 問 題は最後に決ま うま して 、 大鱧に於 て 經 費節減

と云 ふや うな考 か ら、
ス ク ラ ッ プ すべ き船 の或 もの を航室母 艦に 直 さ 5 と云 ふ 乙 とで 航

室母 艦 の ア マ ウ ン ト と云 ふ もの は 大體 に 於 て 決ま b ま しn 、 飛行機 と云 ふ 竜の は御承知

の 通 う通 商交逋用の飛行機 、 即 一般 の シ ヴ ィ ノ
レ 用 の 飛行機 に澤山ボ ム ブ を持 つ て 來 て 戰
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爭 に なれ ば 直 ちに 戰 鬪用 の 飛行機に 鍵 ゲ ますが 、 此 方 は全 然制限 が 出來 ない 、 すれ ば 出

來 なvn　Z と も無 V ・けれ ど竜 、制限 す る こ とに な る と一般 の シ ヅ ィ 6 ノ
レ ・ サ ー ヴ ィ

ース に

使ふ航室 機の 發達 を 阻害す る 乙 とに なる、 と云 ふ黜 か ら到頭 出來 な い こ とに な b ま し

た 。 それ か ら毒瓦 斯 の 閤題 も色 々 に あ ）
1　’rkした が 、 時間 もあ t ませ んか ら此擾 の こ とは

省略 い カ しますo 又 實際造 緞家 と して 重 要 な こ とは代船建造 問題 、 それか ら如 何 に ス ク

ラ 。 プ す る か の 闖題 、 色 々 あ 1ド ますが 、 是等は 大 勢に 關係 した こ とで あ ba すか ら、 L

こ に 申上 げ る 乙 とは省絡 V ・ た した V ・ と思 ひ
一
ます o

　 それ で 先づ結 論 と致 しま して 、 私の者 へ て 居 る 乙 と を極 く簡 職 こ申上 げた 》 ・ と思 ひ ま

す o 要 す る に此 會議 に依 うま して 、 幾 らな b と戰 爭が 起 る と云 ふ や うな時期 を段 々延 ベ カ

と云 ぷ こ とは 確 で あ うます けれ ども 、 戰 爭が起 らな い 、 戦 爭が 無 くな る と云 ふ 乙 とは全

然保證 の 限 うに あ らず 、 全然出來 な V 澗 題で ある 、 然 るに も拘
’

らず 我 々 の 圭 張 しブ〜如 く

色 々 の 問題 も起 う 、 前 に もち よつ と述べ f2や うに纒つ て や つ て 行 か なけれ ば な らVR と云

メ、乙 とに な る と、 將來 に 於て ど うして も我 々 は リサ ーチ ー研 究機關 を盛 に起 さな くて は

な ら澱 き う して 各 國 長れ 々 々 研究の 歩 を進 め て 各 ク
ォ

ー リテ ィ
ーを良 くして 行か なけれ

ば な ら諏 、 而 も 日本 に 於 て は特 に 此 研究機 關 の 必 要 を非 常に 張 く認 め る の で あ ゲます 、

是 は 單 に海軍 の 問題 の みで は あ うませ 臓 、 先 程 か ら詳 し く申上 げま し力 如 く、 國 の デ フ

ェエ ン ス の 問題 、 國 の ウ ェノV7 エヤ ーの 問題 に 對 して は公 私共 に や つ て行 か なけれ ばな

ら澱 是 は前 よ b必 要で あつ ブこの で あ う雲すが 、 今後 に 於 て は尚 ほ必 要に なつ て來 た と云

メ、こ とは 申すまで 竜 な V ・ 2 と思 ひ ます 、 要 す る に ク
ォ

ー
リテ ィ

ーの 問題で 、 今 まで の 日

本 人 の や 1）方 は外國 崇拜 叉 は 興似 す る 圭義 と云 ふ もの が非常 に 多か つ ブ〜、 それで 少 しば

か り外 國 に も行 つ て 來 ます と其美點 を具似す る許で な く、 自分が オ リヂ ネ ー 1・しなけれ

ば な らな い の に オ リヂ ネ ー ト しなV
、

ク リ ＝t　一 ト しなければ な らな い の に ク リ ＝ ＝ 　一一1・し

ない 、 今唆で 殆 ど總て の もの が マ テ
ィ
ー リ ヤ ノレ の 文 明 、 模 倣的文 明で あつ た と云 ふ 乙 と

は 申上 げ て 竜宜 い と思 ひ 譲 す。 今後 御互が どう して もタ V ン 1・を養成 しな け れ ば な ら

臓 、 言換 へ れ ば經驗 も必 要で あ る 、 併 なが らヌ 經驗 は創 造せ ず と云 メ、乙 とも味 うべ き言

葉で ある 、 言換 へ れ ば經驗に 囚は れ な い で 、 外 の 人問 よ b優つ プZ頭腦 を以て ク リ エ ー ト

して行 か なけれ ば な ら訟 と云 ふ 乙 と私 が 申上 げ るまで もな く、 皆 さん十 分御氣の付 V ・π

こ とで あ らう と思 つ て 居 うます 、 き う して 日本 の如 く石炭 も碌 々無 けれ ば 、 鐵 も碌 々無

く、 さ う して 技倆 も餘 う進 歩して 居な い 國が今後 イ ン ダ ス ト リ ーの コ ム ペ テ ィ
シ

．
ソ に

於 て 工 業 政 策 其他に 羯 して ど5 して も外 國に 負けない や 5 に しなけれ ば な らSU、 と云 ふ
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の は 先程 も申上 げま しブ〜如 く日本 が 非常に 澤山の ノ ・ン デ ィ キ ャ
ッ プ を持 つ て 居 る。 此 ハ

ン デ ィ
キ

ャ
ツ プ を少 くす るに は どう して もイ ン ダ ス 1・り 一の エ フ

ィ
ー シ ．

ン シ イ を上 げ

なけれ ばな ら諏 、
エ ソ ジ ニ ヤ ーとして の技倆 、

エ ン ジ ＝ ＝ ヤ
ーと して の タ ソ ン ト と云 ふ も

の が各 國 よ ）t も遙 か に 優れ て 居 らなけ れ ば 、 叉 其他總て の 點 に於て 優れ て 居 らなけれ ば

各 國 を凌駕す る こ とが 出來 な v ・

o 少 くと z5　H 本 と云 ふ もの を彼等 の レ ヴ x ノン まで上 げ る

乙 とも到底 出來 ない の で あ うます。 是 は今後我 々 が どうして も大 い に や らなけれ ば な ら

漁 所で 、 此 點 に 付て は十 分考 へ て戴か な けれ ばな ら滋 と思 ひ ま す 、
エ ン ジ ニ ヤ

ーが 唯利

盆 iを得 る と云 ふ こ とで な く、 國家 と して ど う して も少 くとも彼等 に
一歩 を譲 ら漁 と云 ふ

こ とに對 して は御互 に 努力 しなけれ ば な ら滋 、 是 だけの 考 は御互 に十 分 に褌 を締 め て掛

らな けれ ば な らSUので あつ て 、 單 に 三 國干 渉以後 日本人が臥 薪嘗膽 しカ と云 ふの で な く、

それ 以上 臥薪嘗膽 をまt2多 くの 人が しな けれ ばな らyat とで あ る と思 つ て居 bま す 、 要

す る に此 問題 は 亜 米利加 が亞米利加 に非ず んば 當然 ミ ス チ ー フ で あ る か の 如 く主 張 し

所 謂 自分 の 圭 張 して 居 る こ とが 正 しV 丶 他人 の 圭張 して 居 る 乙 とは正 し くない
、 自分達

の 圭 張 は 良い 、 御前達 は ミ ス チ ーフ で あ る 、 と考へ る が如 き事が 往々 還 受 け られ ま し7a

亜 米利加に 於 け る 多 くの 新聞紙 を見 懐 して も、
パ ン ・ ア メ リ カ ニ ズ ム の 考 に囚 は れて 居

bま す。 そ こで 此 パ ン ・ ア メ リ カ ニ ズ ム の 考 は ミ リタ イ ズ ム 以上 の世界の メ ネ ース に な

らなけれ ば な ら漁 、 言換 へ れ ば是 だけ の 土地 を持 ち是 だけの 富 を持 つ て 居 る亜米 利 加 が

世界 を支 配 す る と 云 ふ が如 き意 思で もあるなれ は 、 此意思 が ある と云 ふ 乙 とが既に ミ

リ タ リ ズ ム 以上 の世 界 の メ ネ ース で あ る 。 欺 う私 は信ず る の で あ bます 、 從來 亜 米利加

に對 す る 日本 の 態度 と云 メ、もの は丁 度 貧乏人 で あ る か ら俺 は 是 だけで 澤山 だ 、 彼 は金 持

の 息 子で あ るか ら喧嘩 を した ら損だ 、 極端 な卒 和 論者 の 考 は皆 さ うで あ る。 金 持 の 息 子

だか ら貧乏人 の 息 子 は成るべ く喧嘩 しな い 方が宜 い
、 成 るべ く必 とな し くした方 が宜 い

と云 ふ の で 、 金持の 息子 の 爲に貧乏 人 の 息子 がi建押付け らit　fzのが現 在まで の 日本 の朕

態で あ る と思 ひ ます 。 今後 果 して 多 くの 4 和 論者 が言ふ 如 く日本 と云 ふ も のは 亞米利 加

に 羯 し永久 に 戰 爭 しig　V ・

。鐵 砲 を撻 へ て もそれ は 單に 用 意に 過 ぎな V 丶 正 宗の 寶 刀 も單 に

用意 に 過 ぎない と云 ふ 樣に きせ よ う と云 ふ 。 そ れ は亜 米利 加人 を して 彼等 の 考 へ て 居 る

バ ン ア メ リ カ ニ ズ ム と云 ふ もの は誤 で あ る。 彼等 の 考 へ て 居 る メ ン ア メ リ カ ニ ズ ム と云

ふ もの は世果 の メ ネ ース で あ る と云 ふ 乙 とを自覺 させ な けれ ばな らな い 、 是 が實 際亞 米

利加が ユ ナ イ テ ッ ド ・ ス テ ー ツ として 立 派 な文 明 を造 弧 世界人類の 爲に 貢献 す る所 以で

あ らう と思 ひ 懐 す。 要 す る に今
1
まで の 如 く片一方 を挽 へ て 片方 を揚げ る と云ふ 乙 とで な

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

造 船 協 脅 會 轂 　　　第 tr一拾 覺 號 墨 」

く、 軈で どうか して 彼等 を して 理 解せ しあ る と云 ふ こ とに努力 しなけれ ば 日 米の 親善 は

保 たれ な い こ とてあ ら5 と、 自分 は 僅 か ばか うの滯米 であ うま しカが 、 つ くづ く麒 じた

の で あ 仁ますo

　長 V澗 御靜聽 を煩は し衰 しブ〜。
　

○ 禽長（近 藤鑾罍響 ）　唯 今の 御 講演 ば豫 て 我 々 が知 Oた い と思 つ て 居 ザ ま し穴 析 を精緬

に 御説 明下 さ い ま し て非當に利盆 を得 ま し）？　L とを深 く感謝 する吹第であ ）t2 す。 併な

が ら問題が 問題 であ ）e　rkすか ら、 別 段討繭と云 ふ こ と もあるべ き性質の もの で な い と思

ひ ます 、 皆 さん と共 に例 の通 b拍 手 を以 て感謝 の 意 を表 した い と思 ひま す （一 同 綿手 ）
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